
課　　長 副 課 長 課長補佐 係　　長 係　　長 課　　員 担　　当

表紙・図面リスト

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

B-001Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

P柱アンカーボルト標準図

電気工事  特記仕様書

鉄骨構造基準図7-1

鉄骨構造基準図7-2

鉄骨構造基準図7-3

鉄骨構造基準図7-4

鉄骨構造基準図7-5

鉄骨構造基準図7-6

鉄骨構造基準図7-7

電気工事  配置図

電灯設備  平面図

コンセント設備 動力設備  平面図

防災設備  平面図

管工事  特記仕様書

管工事  配置図

管工事  平面図

空調工事  特記仕様書

空調工事  平面図

仕上表、面積表

図面番号 図面名称 図面名称図面番号 図面名称図面番号

B- 001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

001

図面名称図面番号

特記仕様書 1

特記仕様書 2

特記仕様書 3

全体配置図、付近見取図

配置図

表紙・図面リスト

立面図

矩計図 1

展開図B-

B-

B-

B-

S-

B-

B-

B-

B-

B-

建具配置図、建具表

1・2階天井伏図

002S-

003S-

004S-

005S-

006S-

007S-

008S-

009S-

010S-

01E-

B- 011

012

013

014

B-

B-

B-

021B-

022B-

023B-

024B-

025B-

011S-

012S-

013S-

014S-

特記仕様書 4

特記仕様書 5

1・2階平面図、屋根伏図

矩計図 2

026B-

防水扉詳細図 2

外構現況図・撤去図、外構平面図

走行クレーン詳細図

外構詳細図

1・2階柱伏図、鉄骨部材リスト

2階梁伏図、小屋伏図、その他梁伏図

軸組図 1

軸組図 2、階段架構図

基礎柱リスト、柱脚詳細図

鉄骨架構図 1

鉄骨架構図 2

鉄骨架構図 3

ジャストベース標準図

合成スラブデッキプレート標準図

特記仕様書 6 027B-

基礎伏図、基礎・雑配筋図

015S-

016S-

017S-

018S-

019S-

020S-

B- 015

016

017

018

平面詳細図B-

B-

B-

019B-

020B-

断面詳細図

手摺詳細図

部分詳細図 1

部分詳細図 2

防水扉詳細図 1

02E-

03E-

04E-

05E-

01W-

02W-

03W-

01C-

02C-

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

鉄骨架構図 4



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

特記仕様書 1

B-002Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

(3)受注者は，請負金額が５００万円以上の工事について、徳島県産木材以外の木材を使用する場合には、徳島県産木材を使用できない理由を記載した書面及び確認書類を事前に監督員

(1)受注者は，工事目的物及び指定仮設で木材を使用する場合並びにコンクリート打設用型枠を使用する場合，原則として県産木材を使用しなければならない。

工事概要�

建築工事特記仕様書

1. 工事名称

2. 工事場所

3. 工事種目

4. 工事区分

5. 工　　期

建築工事一式、電気工事一式、管工事一式、空調工事一式

1.適用基準等

１章　一般共通事項 ◎図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記による。

・公共建築工事標準仕様書(平成28年版)(以下「標仕」という。)

・敷地調査共通仕様書(平成27年版)

・公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)平成28年版

・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)平成28年版

◎設計図書の優先順位は、次の順とする。

(1) 質問回答書((2)から(5)に対するもの)

(2) 補足説明書

(3) 特記仕様書

(4) 図面

(5) 公共建築工事標準仕様書（平成28年版）等

◎施工条件は次による。

・工程については、施設管理者と協議のうえ決定すること。

◎本工事で使用する建設機械は、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（平国土交通省告示 平成13年4月9日改正）」に基づき指定された建設機械を使用するものとする。

　現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の全景及び型番等、同規程に基づき指定された建設機械であることが分かる写真を監督員に提出するものとする。

　ただし、同規程に記載されていない機種、規格の建設機械により施工する場合はこの限りでない。

　なお、同規程に基づき指定された建設機械を現場に供給するのが著しく困難な場合は、監督員と協議する。ただし、騒音規制法、徳島県公害防止条例等の関係法令を遵守するものとする。

◎本工事に使用する土工機械は、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3.10.8 建設省経機発第249号・最終改正 平成14.4.1 国総施第225号）」に基づき指定さ

　れた排出ガス対策型建設機械とする。

　ただし、排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、又はこれと同等の開発目標で実施された民

　間開発建設技術の技術審査証明事業、あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策型建設機

　械と同等とみなすが、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。なお排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は

　施工現場において、使用する建設機械の全景及び型番等が分かる写真を監督員に提出するものとする。 5.材料・製品等

◎本工事で使用する建設機械（労働安全衛生法により特定自主検査が義務づけられている建設機械）は、1年以内毎に1回特定自主検査を実施済みの機械を使用し、その検査証明書

　（検査記録表）のコピーを使用工種の施工計画書に添付し提出すること。

・その他の詳細な施工条件については、実施工程表及び総合施工計画書作成時に施設管理者と協議のうえ決定し、適宜相互に日程の調整及び確認を行う。

2.工事関係図書 ◎施工に先立ち、実施工程表、工事の総合計画をまとめた総合施工計画書及び工種別施工計画書を作成し、監督員に提出すること。

◎施工図、現寸図、見本等は、監督員の指示により、速やかに監督員に提出すること。

3.安全衛生管理 ◎工事関係図書及び監督員から指示された事項等については、施工に携わる下請負人にも十分周知徹底すること。

◎工事現場における現場代理人、監理技術者、主任技術者の確認のため、名札を着用すること。

◎工事現場の安全衛生管理については、労働安全衛生法等関係法令等に従って行うこと。

◎工事の施工に伴う災害及び公害の防止は、建築基準法、労働安全衛生法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、建設工事公衆災害防止対策要綱(平成5年1月12日建設省建経発

 　第1号)、建設副産物適正処理推進要綱(平成5年1月12日建設省建経発第3号)その他関係法令に従い適切に処理すること。

◎受注者は、工事の施工箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物について（仮囲い等仮設材設置を含む）工事着手までに調査を行い、「支障物件確認書」を監督員に提出し，

　監督員の確認を受けてから工事着手すること。

(4)受注者は，建設副産物が搬出される工事にあたっては，建設発生土は建設発生土搬出調書，産業廃棄物は産業廃棄物管理票（マニフェスト）により，適正に処理されているか確認

　するとともに，監督員に建設発生土搬出調書（様式３）を提出しなければならない。なお，監督員等の指示があった場合は直ちに産業廃棄物管理票の写しを提示しなければならない。

・木造建築工事標準仕様書(平成28年版)

・建築工事標準詳細図(平成28年版)

◎本工事のうち電気工事及び管工事について、下請業者を使用する場合は、工事の施工に十分な能力と経験を有したものを選定すること。

・施設の使用に影響のある、騒音、振動、粉塵等を伴う作業は周辺施設、民家に配慮のうえ行うこと。

　また、休日においても施設管理者より作業中止の要望のある場合は、作業の中止を行なう場合がある。

◎受注者は、本工事の一部を下請に付する場合には、徳島県内に主たる営業所を有するものの中から優先して選定するように努めなければならない。なお、,  請負対象額（設計金額）

　が１億円以上の工事については, 徳島県内に主たる営業所を有するもの以外と下請契約する場合は、県内業者を選定しない理由を記した理由書を事前に発注者に提出しなければならない。

◎受注者は、重量が100kg以上のものを貨物自動車に積む作業（ロープ掛けの作業及びシート掛けの作業を含む。） 又は貨物自動車から卸す作業（ロープ解きの作業及びシート外しの

　作業を含む。）を行うときは，当該作業を指揮する者を定め，監督員に報告しなければならない。�

◎県産木材の使用

(2)「県産木材」とは，「徳島県内の森林で育成した木材」のことであり，「徳島県内の森林で育成した木材」とは次のことである。�

・徳島県木材認証制度により，県内産であることが「産地認証」された木材

・・以外において，徳島県内の森林で育成したことが確認された木材

(4)受注者は，県産木材を使用する前に，徳島県木材認証機構から発行される「産地認証」証明書の写しにより県産木材であることを示す書類を監督員へ提出しなければならない。

◎製材等（製材，集成材，合板，単板積層材），フローリング，再生木質ボード（パーティクルボード，繊維板，木質系セメント板）については，合法性に係る確認（「産地認証」及び

　「品質認証」を含む。）が行われたものを使用する。ただし，機能上，需給上など正当な理由により確保が困難であり，使用できない場合には，監督員と協議するものとし，監督員の

　承諾を得るものとする。また，それらの木質又は紙の原料となる原木についての合法性に係る確認は，林野庁作成の「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン

　ただし，平成１８年４月１日より前に伐採業者が加工・流通業者等と契約を締結している原木に係る合法性の確認については，平成１８年４月１日の時点で原料・製品等を保管して

　（平成１８年２月１５日）」に準拠して行うものとし，監督員に合法証明書を提出するものとする。

　いる者が証明書に平成１８年４月１日より前に契約を締結していることを記載した場合には，上記ガイドラインに定める合法な木材であることの証明は不要とする。

　に提出し、承諾を得なければならない。

(5)県内の森林から直接調達するなど，前項により難い場合は木材調達先の産地及び相手の氏名等を記入した書類を監督員へ提出しなければならない。

　また，コンクリート・アスファルト類の搬出先については，中間処理施設のみとする。木材については、50kmの範囲内にある木材再資源化施設への搬出を原則とする。

　ただし、特段の理由がある場合にはこの限りでない。

◎上記の施工計画書には、「地下埋設物等の近接作業に関する事項」を設けること。

◎地下埋設物への影響が予想される場所では、施工に先立ち、原則として試掘を行い、当該埋設物の種類、位置（平面･深さ）規格、構造等を確認しなければならない。

◎受注者は、機械等を貨物自動車に積み込む作業又は貨物自動車から卸す作業を行う場合は、当該作業を指揮する者を定め、指揮者の合図により行わなければならない。また、作業

　状況について、写真等の資料を整備及び保管し、監督員の請求があったときは、直ちに提示しなければならない。

◎受注者は、輸送経路等において上空施設への接触事故を防止するため、重機回送時の高さ、移動式クレーンブームの格納、ダンプトラックの架台の下ろし等について、走行前に

　複数の作業員により確認しなければならない。

◎受注者は移動式クレーンを使用する場合は、上空施設への接触事故防止装置(ブームの格納忘れを防止(警報)する装置、ブームの高さを制限する装置等)付きの車両を原則使用しなけ

◎本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS又はJASマーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の(1)から(3)の事項を満たす

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

(2) 法令等で定める許可, 認定又は免許を取得していること。

(3) 製造又は施工の実績があり, その信頼性があること。

  なお、「評価名簿による」と記載されているものは、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料等評価名簿(最新版)」記載品を指すものとする。

◎受注者は、本工事で使用する建築材料・製品等(以下「建材等」という)の発注の際には, 発注前に、「生コンクリート使用承諾願」, 「材料使用承諾願」, 「木材使用承諾願」を監督員

◎受注者は、工事完了後、請負金額が500万円以上の工事において、「木材使用実績報告書」(電子データ)、「建設資材使用実績報告書」(電子データ)を監督員に提出しなければならない。

◎工事に影響のある範囲内の重要備品等( 有 ・ 無 )

　上記以外の許可業者の処分場で処分しても差し支えないが、増額変更の対象とはしない。また、この場合、処分単価の見積書の提出を求め、減額変更を行うことがある。

  なお、上記の処分場が徳島県優良産業廃棄物処理業者(以下、「優良産廃処分業者」という。) に認定されているとき、処分場を変更する場合は原則として優良産廃処分業者に変更

  すること。ただし、諸般の事情により優良産廃処分業者以外の処分場で処分を行う場合は、理由書を監督員に提出すること。

◎発生材の処理等は、次により適正に行う。

(1)工事による発生材のうち、文化財保護法に基づく物及び有価材と判断される物については、報告及び引き渡しを要する。

(2)上記以外の発生材は、建設工事に係る資材の再生資源化等に関する法律、資材の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設副産物適正処理

　推進要綱その他関係法令等に従い処理すること。受注者は、工事で発生する産業廃棄物を保管する場合、又は自ら運搬する場合等においては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第

　12条の規定を遵守すること。図書に表示のないものについては、監督員（契約書に規定する監督員をいい、標仕の規定による場合は監督職員と読み替える、以下同じ）に報告し指示

(3)撤去物の種類、規模、構造、撤去方法、養生方法、発生材の処理場を記載する。

◎受注者は、工事期間中安全巡視を行い、工事区域及びその周辺の監視あるいは連絡を行い安全を確保するとともに工事現場における盗難防止の観点から、資機材の保管状況等について

  も併せて確認すること。また、監督員から「資機材保管計画書」(自由様式)の提出を求められた場合には、速やかに提出すること。

建物構造・規模 S造2階建 建筑面積 207.40m2

◎受注者は，工事用車両による土砂，工事用資材，機械等の輸送を伴う場合は，関係機関と打合せを行い，交通安全に関する担当者，輸送経路，輸送期間，輸送方法，輸送担当業者，

　特に，輸送経路にある既設構造物に対して損害を与えるおそれがある場合は，当該物件およびその位置と必要な措置について工事着手前に監督員に報告しなければならない。

　交通誘導員の配置，標識，安全施設等の設置場所その他安全輸送上の事項について計画を立て，災害の防止を図らなければならない。

◎交通誘導警備員については、警備業法に基づく警備員とし、ゲート前に適宜配置すること。

・本工事は、警備員等の検定等に関する規則第１条第４号により規定された交通誘導警備業務を行う場所に一級又は二級の検定合格警備員の配置が

・受注者は、「交通誘導警備員勤務実績調査書」を作成し、勤務実績が確認できる資料（勤務伝票の写し）とともに、一月毎に監督員へ１部提出しなければならない。

・警備業法を遵守するとともに，受注は交通誘導警備員の配置計画書及び合格証明書の写し等資格要件の確認ができる資料を事前に監督員へ提出すること。�

・配置された検定合格警備員は，業務に従事している間は，合格証明書を携帯し、かつ、監督員等 の請求があるときは, これを掲示すること。

・警備員は、延 0 人(うち検定合格警備員0人)を見込んでいる。

・受注者は、発注者が行う交通誘導警備員勤務実態調査の実施に協力しなければならない。また、対象工事の一部について下請負契約を締結する場合は、当該下請負工事（当該下請

  工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）も同様の義務を負う旨を定めなければならない。

◎休日、夜間に作業を行なう時は、事前に「休日・夜間作業届」を監督員に提出すること。

◎受注者は,  資源の有効な利用の促進に関する法律（以下「資源有効利用促進法」という．）に基づく建設業に属する事業を行う者の再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項

　「一定規模以上の工事」という。）において，コンクリート（二次製品を含む．），土砂，砕石，加熱アスファルト混合物又は木材を工事現場に搬入する場合には，

受注者は，再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を作成した場合には，工事完了後速やかにＣＯＢＲＩＳにより再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書を作成し，。

　を定める省令（H3.10.25建設省令第19号）第8条で規定される工事，又は建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）施行令第2条で規定される工事（以下

工事内容 防災備蓄倉庫新築工事

　を仰ぐこと。

　ものとする。

　へ提出しなければならない。

延床面積 256.83m2

◎受注者は、工事箇所及びその周辺にある地上地下の既設構造物に対し、支障を及ぼさないような措置を施さなければならない。万一、損傷を与えた場合は、受注者の負担でその都度

　補修又は補償すること。

4.工事現場管理 ◎工事現場には、営繕課指定の工事標識を監督員に指示に従って見やすい場所に設けること。工事標識については、原則として徳島県産木材を用いた木製品を使用するものとする。

　また，県産木材の取扱いについて　は、「５．材料・製品等◎県産木材の使用」を準用する。

◎受注者は，本工事において使用する工事看板・バリケード等については，県産木材を用いた木製品を優先して使用するよう努めなければならない。�

　県産木材を使用した場合，受注者は，工事完了後「木材使用実績報告書」（電子データ）を監督員へ提出しなければならない。

・事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，その電気工作物の工事に必要な電気主任技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする。�

◎電気保安技術者は，次の者とし，必要な資格又は同等の知識及び経験を証明する資料により，監督員の承諾を受けること。�

県内産資材（次のいずれかに該当するもの）

・徳島県内の工場で加工、製造された製品

・材料の主な部分を県内産出の原材料を使用している製品�

注１　部材、部品が県外製品であっても、県内の工場で加工製造した製品（二次製品）であれば県内産資材として取り扱う。

注２　県内企業が県外に立地した工場（自社工場）で加工製造した製品も県内産資材として取り扱う。

注３　公共建築工事標準仕様書その他関連する示方書等の基準を満たす資材、製品であること。

◎県内産再生砕石の原則使用

　受注者は、再生砕石を使用する場合、県内の再資源化施設（廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第15条第1項に基づく許可を有する施設

　（同法第15条の2の5第1項に基づく変更の許可において同じ））で製造された再生砕石を原則として使用しなければならない。

◎受注者は，徳島県内に主たる営業所を有する者から調達した建材等（県内企業調達建材等）を優先して使用するよう努めなければならない。なお，県内企業調達建材等以外を使用する

　場合は，県内企業調達建材等を使用しない理由を記載した理由書を監督員に提出しなければならない。

◎県内産資材の使用

(1)受注者は，木材以外の建設資材を使用する工事を施工する場合、原則として県内産資材を使用しなければならない。ただし、特段の理由がある場合はこの限りでない。

　なお、ＷＴＯ対象工事については、県内産資材を優先して使用するよう努めるものとする。

(2)受注者は、請負金額が５００万円以上の工事について、県内産資材以外の資材を使用する場合は、県内産資材を使用できない理由を記載した書面及び確認資料を事前に監督員に

　提出し、承諾を得なければならない。

◎公共建築工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の仕様・工法は、監督員の承諾を受けて、当該製品の仕様及び指定工法による。

(3)受注者は、工事完了後、請負金額が５００万円以上の工事において、「建設資材使用実績報告書」を監督員に提出しなければならない。

徳島県板野郡松茂町長岸

（一財）日本建設情報総合センターの建設副産物情報交換システム（以下「ＣＯＢＲＩＳ」といにり再生資源利用計画書を作成し，監督員の確認を受けなければならない。

受注者は，資源有効利用促進法に基づく建設業に属する事業を行う者の指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する判断の基準となるべき事項を定める省令（H3.10.25建設省

令第20号）第7条で規定される工事，又は一定規模以上の工事において，建設発生土，コンクリート塊，アスファルト・コンクリート塊，建設発生木材，建設汚泥又は建設混合廃棄物

を工事現場から搬出する場合には，ＣＯＢＲＩＳにより再生資源利用促進計画書を作成し，監督員の確認を受けなければならない。

監督員に提出しなければならない。

受注者は，ＣＯＢＲＩＳの入力において，資源の供給元及び搬出する副産物の搬出先について，その施設名，施設の種類及び住所を必ず入力しなければならない．ただし，

バージン材を使用する生コンクリート及び購入土を除くものとする。

◎建設リサイクル法通知済証の掲示

受注者は, 建設リサイクル法に基づく対象建設工事（特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって, , その規模が建設

するまで存置しておかなければならない。また, 「建設リサイクル法通知済証」掲示後の全景写真は電子納品の対象書類とし, 「徳島県電子納品運用ガイドライン【建築工事編】｣

に基づき提出することとする。なお, 「建設リサイクル法通知済証」は契約締結後から工事着手日までの期間に発注者から支給することとする。

リサイクル法施行令で定める基準以上のもの)においては, 工事現場の公衆の見やすい場所に工事着手前までに「建設リサイクル法通知済証」を掲示し，工事しゅん工検査が終了

発生材処分方法 種類：アスファルト

処分許可業者の会社名、所在地：宮崎基礎建設(株)☆優良認定業者（中間処分）鳴門市大麻町三俣字津久田61番地1

処分地の所在地：鳴門市大麻町三俣字津久田4-1他

運搬距離：3.9km

処理単価：1000円/t

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

工事完成年月日は令和  年  月  日とする。

　ればならない。なお、令和元年度末までは、経過措置期間とするが、この期間においても接触事故防止機能付きの車両を使用するよう努めるものとする。

・一般用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は，第１種又は第２種電気工事士の資格を有する者とする。�

（義務付けられている。・義務付けられていない。）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

特記仕様書 2

B-003Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

　6.化学物質を発散

する建築材料等

◎本工事に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から５）を満たすものとする。

１）合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が極めて少ない

２）保温材、緩衝材、断熱材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

３）接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない揮発性の可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ない

 ものとする。

11.火災保険 ◎対象物

　工事目的物及び検査済材料（支給材料を含む）について付保すること。

◎付保除外工事

　次に掲げる単独工事については、付保を除外できる。

7.施工 ◎工事現場監督員は常駐できないので、疑問な点、その他打合せ決定を要する事項は、監督員の出向いた時、又は営繕課へ問い合わせ、工事に遺漏のないようにすること。

◎施工にあたっては、設計図書に従って忠実に施工すること。不都合な工法等を発見した場合は、工事が進行済みであっても根本的な手直しを命ずるので、注意して施工すること。

　手直し工事は、受注者の責任において実施し、それに要する費用は受注者の負担とする。

◎他工事と取り合い区分

備考

床・天井点検口
同上（リンブレン等）

スリーブ開口補強（鉄筋）

梁・壁・床スリーブ入れ 

項目 建築 電気 空調管 その他

同上穴埋補修

設備器具天井開口墨出

同上切り込み及び開口補強

衛生器具取付のブロック壁空洞部分のモルタル埋め

縦樋（GLまで）

盤・便器等の箱入れ

同上補強

給排気ガラリ取付け

空調機器類の基礎工事

○○○

○○○

○

○

○

○○○

○

○

○

○○○

○

○

○

8.技能士の適用 ◎技能士の適用については、次の技能検定作業（以下、「作業」という）のうち各工事毎に適用する作業を指定するものとする。

　技能士は、職業能力開発促進法による一級技能士又は二級技能士の資格を有する者とし、資格を証明する資料を、監督員に提出すること。

　技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行うこと。

◎保険終期

　工事完成期日に１４日を加えた期日とする。

　なお、工事延伸した場合には、保険の期間も延長すること。

◎その他

(1)建設工事保険に付保した場合は、火災保険に付保したものとみなす。

(2)付保する時期以降に出来高払いを行う場合は、受注者は保険契約の証券の写しを出来高払いの書類に添付すること。

　技能士は，氏名，検定職種，技能士番号等県が指定した内容を記載した名札等により，資格を明示するものとする。

◎付保する時期及び金額

　鉄筋コンクリート造の場合は躯体工事完了時に、木造及び鉄骨造の場合は基礎工事完了時に、請負金額相当額を付保する。

　また、模様替え工事等については、工事着手時に請負金額相当額を付保する。

４）塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

 
 

○印･･･適用作業

工事種目 技能検定職種 技　能　検　定　作　業

仮設 とび

鉄筋施工鉄筋

コンクリート

型枠

鉄骨

コンクリート圧送施工

型枠施工

鉄工

◯ コンクリート圧送工事作業

・ 型枠工事作業

◯ 構造物鉄工作業

・ 鉄筋組立て作業

◯ とび作業

内装

塗装

・ アスファルト防水工事作業

・ ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

・ 塩化ビニル系シート防水工事作業

・ セメント系防水工事作業

・ シーリング防水工事作業

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事

　 作業

・ FRP防水工事作業

防水 防水施工

タイル タイル張り ・ タイル張り作業

・ 大工工事作業建築大工木

屋根及びとい
建築板金

かわらぶき

◯ 内外装板金作業

・ かわらぶき作業

金属 建築板金 ◯ 内外装板金作業

左官 左官 ・ 左官作業

建具製作 ・ 木製建具手加工作業

・ 木製建具機械加工作業

・ アルミ製室内建具製作作業

サッシ施工

ガラス施工

・ ビル用サッシ施工作業

・ ガラス工事作業

建具

・ 建築塗装作業

・ プラスチック系床仕上げ工事作業

・ カーペット系床仕上げ工事作業

塗装

・ ボード仕上げ工事作業

・ 表具作業　・ 壁装作業表装

配管 配管 ・ 建築配管作業

・ 造園工事作業

・ 冷凍空気調和機器施工作業

造園

冷凍空気調和機器施工

植栽

機械設備

・ 鋼製下地工事作業
内装仕上げ施工

工事種目 技能検定職種 技　能　検　定　作　業

 ものとする。

　なお、指定のない作業についてもその活用を図るよう努めることとする。

9.工事検査

 

　
及び技術検査

◎設計図書（各施工計画書を含む）に定められた工程が完了した時、報告書を提出し、監督員の検査等を受け、承諾を受けて次の工程に進むこと。

◎試験等によらなければ、確認できない工事（製品）については、試験等計画書（施工計画書に記載）を提出し、監督員の承諾を受け試験を行い、その結果を報告し承認を得ること。

◎次表により中間検査の対象工事となった場合は、原則として次表の実施回数の中間検査を実施するものとする。ただし、工事検査員が認める場合は、一般入札工事に限り、

当初請負対象額 一般入札工事 低入札工事等

３千万円以上５千万円未満

５千万円以上１億円未満

１億円以上

◎基礎杭工事を含む工事については，請負対象額にかかわらず，基礎杭工事完了後，中間検査を実施する。

◎中間検査が部分払検査と同時期になる場合は、中間検査を省略することができる。

２回１回

２回 ３回

－ ２回

（注）低入札工事とは低入札価格調査工事の調査基準価格を下回って落札した工事をいう。�

３千万円未満 － １回

12.室内空気中の
化学物質の

◎建物の用途により以下の物質の室内濃度を測定すること。

採取器具は請負業者にて用意すること。

・住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく評価方法基準(平成13年 国土交通省告示第1347号)第56･－3(3)「ロ 測定の方法」において定められた方法

・パッシブ型採取機器を用いる方法

　　パッシブ型採取機器を用いる場合は,  次の要領により行う. 

測定は,  次のいずれかにより行う。

学校以外：ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼン

3)測定

イ　2)の状態のままで測定する。

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定が行えない場合は、８時間測定とする。

なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が測定時間の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

1) 30分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉(造り付け家具,  押入等の収納部分の扉を含む)を開放し,  30分換気する、

2) 5時間閉鎖

1)の後,  測定対象室の全ての窓及び扉を5時間閉鎖する. ただし,  造り付け家具,  押入等の収納部分は解放したままとする。

※(1),  (2),  (3)において,  換気設備又は空気調和設備は稼働させたままとする. ただし,  局所的な換気扇等で常時稼働させないものは停止させたままとする。

濃度測定

測定対象室 測定箇所数階

1階 1箇所

測定対象室 測定箇所数階

2階 1箇所

◎中間検査の実施時期は、当該工事の工程を考慮し、施工上の重要な時点で行うものとし、契約締結後、速やかに監督員と協議すること。

10.完成図等 ◎電子納品 対象

◎提出書類

　・竣工図(製本3部、電子データ2部)( A4 ・ A3 ・ A2 ・ 原図版 ) 

　・工事写真(写真帳1部( 着手前 ・ 工事中 ・ 竣工 )、電子データ(2部)

　(1)杭及び基礎工事

　(3)屋外付帯工事

　(4)その他実状を判断の上、必要がないと認めた場合（外壁補修工事等）

　(2)コンクリート躯体工事

一般入札工事とは，低入札工事以外の工事をいう。

保管庫車庫・倉庫

これによらないことができる。

◎工事写真の撮影は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領」によること。

　(以下「電子納品」という。)すること。

◎受注者は、原則として「徳島県電子納品  運用ガイドライン【建築工事編】」に基づいて調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を  電子成果品として納品

　写真で的確に確認できること。

◎工事写真はしゅん工、着工前、資材、施工状況の順に整理する。しゅん工については、工事目的物の状態が、また、資材、施工状況等については、不可視部分の出来形が、

◎竣工図は関係図面（データ貸与）を修正して作成すること。竣工図データは，関係図面（データ貸与）を修正して作成し，PDF形式，SFC形式及びオリジナル形式をCD-Rに保存する。

　・保全に関する資料

　・使用材料一覧表(1部、うち電子データ1 部)

◎工事完成撮影は、専門家に（よる・よらない　）ものとする。

分類・規格

カラー・手札版又はサービスサイズ

カラー・手札版又はサービスサイズ

カラー・手札版又はサービスサイズ

竣工

工事中

着工前

区分

　　　写真帳は監督員から指示があった場合に提出

２章 仮設工事

1.敷地の状況確認 ◎着工に先立ち、敷地境界、既存構造物及び地下埋設物の確認、近隣建築物及び工作物の現状確認、排水経路及び配水管の流末処理の確認並びに敷地周辺の状況確認を行うこと。

2.ベンチマーク

3.足場等

  ・(社)仮設工業会の認定基準

　以外の使用に当たってはあらかじめ強度等を確認した書類を監督員に提出し、承諾を得ること。

◎外部足場（種類：枠組本足場、仕様　2枚布、Ｄ＝90cm、シ－ト仕様：ネット状養生シート防炎1類）

・壁つなぎ間隔(水平方向:8ｍ以下、鉛直方向:9ｍ以下)

◎内部足場

◎ゲ－ト  （ 有 、 無 ）

◎足場等の設置業者は、別契約の関係受注者に無償で使用させること。

◎受注者は，つり足場（ゴンドラのつり足場を除く。），張出し足場又は高さが5メートル以上の構造の足場の組立て，解体又は変更の作業において，材料，器具，工具等を上げ，

　又はおろすときは，つり綱，つり袋等を労働者に使用させなければならない。また，作業主任者を選任し，その氏名，職務を掲示すること。

◎設計GLの設定は、BM(  図示  )を±0とし，NGLはBM+400mmとする。ただし、監督員の指示により決定する。�

  ・労働安全衛生法に基づく構造規格

◎仮設機材及び経年仮設機材の使用については、次の規格又は認定基準(以下「規格等」という。)に適合するものを使用すること。

  また、厚生労働省の「経年仮設機材の管理指針」の基づく(社)仮設工業会の「適用工場制度」による登録工場及び指定工場等の活用に努めるとともに、前記規格等に定めるもの

　の2の(2)手すり据置方式により行うこと。ただし監督員の承諾を得た場合は、(3)手すり先行専用足場方式により行うことができる。

・足場を設置する場合は,  原則として「手すり先行工法に関するガイドライン」（2.2.4）の別紙１「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」

◎労働安全衛生法第88条に基づき、労働安全衛生規則別表第７に掲げる機械等（組立から解体までの期間が60日未満を除く）の設置や移転、変更を行う場合は、30日前までに

　所轄労働基準監督署長に届け出をおこなうこと。

　届け出をおこなった場合は、監督員に報告すること.

　届け出不要の場合は、その旨監督員に報告すること.

◎労働安全衛生法第88条に基づく届け出の要否に関わらず、足場を設置する場合は、使用開始前に営繕課指定の足場チェックリストを用いて点検した後、監督員の確認を受けること。

高さ4mを超えるところ（種類：枠組棚足場）1階車庫・倉庫(1～4通)、2階倉庫

上記以外（種類：脚立足場）1階車庫・倉庫(4～5通)、2階保管室
◎仮囲いを設置する場合は、設置後に「営繕課発注現場安全再確認シート」を活用して点検を行い、その記録を保管すること。

◎受注者は，高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は，墜落防止に留意し，作業日毎に「墜落防止チェックシート」を活用して点検を行い，その記録を保管すること。

4.監督員事務所 ◎監督員事務所は( 設ける ・ 設けない )

◎対象工事は，徳島県CALS/ECホームページ掲載の｢デジタル工事写真の小黒板情報電子化の運用について（県土整備部）｣に記載された全ての内容を適用することとする。

◎受注者は，デジタル工事写真の小黒板情報電子化の実施を希望する場合は，監督員の承諾を得たうえで，

　デジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以下，「対象工事」という）とすることができる。

13.瑕疵補修

14.デジタル工事写真

 の小黒板情報電子化

　ただし，その瑕が受注者の故意又は重大な過失により生じた場合には、当該請求を行うことができる期間は10年とする。

◎徳島県公共工事標準請負契約約款第４１条第２項に基づくの瑕疵の補修又は損害賠償の請求期間は（　１年　・　２年　）とする。

 4) 分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型再手記を分析機関に送付し、濃度を分析する.

測定後、測定結果を監督員に提出すること。

 5) 測定結果の提出

◎仮囲い(仕様：カラーコーン、Ｌ＝図示）



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

特記仕様書 3

B-004Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

◎検査は,  外観検査及び(引張試験,  超音波探傷試験)による。

7.仮設トイレの洋式化

6 章 コンクリート工事

1.一般事項 ◎設計基準強度

設計基準強度Fc
適用箇所

強度試験

の有無

18

15 有

上部く体(腰壁、デッキプレート上)

スランプ

(N/mm2) (cm)

ｺﾝｸﾘｰﾄ

普通

普通

調合管理強度Fn

(N/mm2)

21 21+(3～6) 基礎く体、土間スラブ

15 無 捨て、外構普通 18 18

の種類

◎コンクリートの強度試験

◎構造体コンクリートの調合管理強度は，設計基準強度（Fc）に構造体強度補正値（S）を加えた値とする。なお，構造体強度補正値（S）は，標仕表6.3.2

　によりセメントの種類及びコンクリートの打込みから材齢28日までの予想平均気温に応じて定める。

◎コンクリート部材の位置及び断面寸法の許容値は、標仕表6.2.3による。

◎合板せき板を用いる打ち放し仕上げの種別は、（Ａ，Ｂ，Ｃ）種とする。

◎コンクリートの仕上がりの平たんさは、標仕表6.2.5による。

2.コンクリートの

仕上がり

種別

・類

・類

・類

気乾単位

容積重量(t/m３)

2.3t/m3程度

有21 21+(3～6)

◎型枠は，（県産木製型枠・合板・金属製・樹脂製・打込み型枠・ブロック）とする。5.型枠

　

型枠の種別 仕上げ種別 塗装の有無 材質

打放し仕上げ部なし

           厚さ

◎スリーブの材種（標仕6.8.3(i)による）。

◎打ち放し仕上げの打ち増し厚さは図示による。

◎誘発目地の位置、形状及び寸法は図示による。

3.普通 ◎セメントの種類は、（普通ポルトランドセメント・ 混合セメントA種 ・ 高炉セメントB種 ・ フライアッシュセメントB種 )とする。

◎コンクリート中の塩化物量は、0.30kg/m３以下とし、試験方法は標仕6.5.4による。

◎所要空気量は4.5％±1.5％とする。

◎骨材は，標仕6.3.1（b）による。

◎細骨材に含まれる塩化物量は，ＮaＣl換算で０.０４％以下とする。

◎細骨材としてフェロニッケルスラグを使用（できる、できない）。

◎試練りは（行う・行わない）

 　

◎受注者は、コンクリートの使用にあたってアルカリ骨材反応を抑制するため、次の３つの対策の中のいずれか１つについて確認をとらなければならない。

１）コンクリート中のアルカリ総量の抑制

アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート１ｍ３に含まれるアルカリ総量をＮａ２Ｏ換算で３．０kg以下にする。

２）抑制効果のある混合セメント等の使用

JIS Ｒ 5211高炉セメントに適合する高炉セメント［Ｂ種またはＣ種］あるいはJIS Ｒ 5213フライアッシュセメントに適合するフライアッシュセメント

［Ｂ種またはＣ種］、もしくは混和材をポルトランドセメントに混入した結合材でアルカリ骨材反応抑制効果の確認されたものを使用する。

３）安全と認められる骨材の使用

骨材のアルカリシリカ反応性試験（化学法またはモルタルバー法）の結果で無害と確認された骨材を使用する。

試験方法は、JIS Ａ 1145骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（化学法）またはJIS Ａ 5308（レディミクストコンクリート）の付属書７「骨材の

アルカリシリカ反応性試験方法（化学法）」、JIS Ａ 1146骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）またはJIS Ａ 5308（レディ

ミクストコンクリート）の付属書８「骨材のアルカリシリカ反応性試験方法（モルタルバー法）」による。

◎コンクリートの打継ぎ目地の位置、形状及び寸法、図面による。

コンクリート

◎工事開始に先立ち、工場を選定し、監督職員の承諾を受ける。4.レディミクスト

上記以外なし 12mm

塗装合板 12mm標仕6.8.3（b)(1)に準じる

普通型枠程度 合板標仕6.8.3（b)(2)に準じる

A種程度

適用箇所 

2.材料試験

2.3t/m3程度

2.3t/m3程度

　コンクリートの強度試験については,  次のとおり取扱うものとする。

・第4週強度確認

なお,  試験機関を選定した際には,  すみやかに監督員に報告すること。

原則,  公共試験機関にて,  主任技術者又は現場代理人立会いの上,  行うこと。ただし,  公共試験機関以外で行う場合は,  工事監理者又は監督員立会いの上,  行うこととする。

５章 鉄筋工事

1.材料

19以上SD345 

SD295A 

種類の記号 径(mm)

10、13、16

規格番号  規格名称

JIS G 3112 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼JIS G 3112

溶接金網及び鉄筋格子 網目の形状：格子  寸法：50×50  径：3.2ΦJIS G 3551

網目の形状：格子  寸法：100×100  径：D66.工事車両用駐車場 ◎同用地は、（図示の場所に、用意していないので業者にて）設けること。

資材置場

現場事務所用地等

　ただし、施設管理者と協議すること。

コンクリート工場の選定

5.工事用用水、電力等

　ただし、施設管理者と協議すること。

◎既存電力利用( 出来る ・ 出来ない ),  電力料金( 有償 ・ 無償 )

◎既存用水利用( 出来る ・ 出来ない ),  用水料金( 有償 ・ 無償 )

　ただし、施設管理者と協議すること。

8 無 外構のコンクリート舗装厚70部普通 18 18 ・類 2.3t/m3程度

県産木製型枠 基礎梁の地中埋設部、側溝、ため枡

◎受注者は当初請負対象金額（設計金額）1千万円以上７千万円未満の工事において，仮設トイレを設置する場合，原則として「洋式トイレ」を設置しなければならない。

　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

◎受注者は当初請負対象金額（設計金額）1千万円以上７千万円未満の工事において，現場代理人または主任技術者が女性の場合，設置する仮設トイレは，

◎周辺の状況、土質、地下水の状態等に適した工法を採用し、工事中の異常沈下、法面の滑動、その他による災害が発生しないよう、災害防止上必要な処置をすること。

◎敷地内に埋設が予想される設備配管類等について十分調査し支障がないようにすること。

◎根切り底は、地盤をかく乱しないよう、手作業（深さ３０・程度）とするか，バケットに特殊アタッチメント

◎工事に支障を及ぼす雨水、わき水等は、適正な排水溝、集水ます等を設置し、支障がないようにすること。

1.根切り

2.排水

　を取りつけた機械堀りとする。なお，かく乱した場合は，自然地盤と同等以上の強度となるように適切な処置を定め，監督職員の承諾を受ける。�

３章 土工事

3.埋め戻し ◎使用土は（Ａ種、Ｂ種、Ｃ種、Ｄ種）とし、機器により締め固める。

4.地均し ◎建物の周囲，幅２ｍ程度を，水はけよく地均しを行う。

◎地均しは，均しを行う地表面の不陸を修正し，草木の除去及び清掃をして，一様にかき均した後，仕上げ面を一様になじみ起こしをして，良質土をまきかけ，歩行に耐えうる

◎建設発生土を搬入する場合には，土壌検査結果を添付するものとし，「徳島県生活環境保全条例」の土壌基準に適合しないものについては，搬入することができない。  

◎余盛りは，土質に応じ監督員と協議の上，余盛り高さを決定すること。

　ただし，次の場合は検査結果の添付の必要はない。

１）公共工事間利用の場合で，監督員相互で同意がとれた場合

２）購入土（切込砕石，砂，真砂土等）である場合�

及び盛土

　程度に締め固める。�

5.建設発生土 ◎場外搬出適正処分とする。

　民間の残土処分場等へ搬出する場合は「徳島県生活環境保全条例」によることとし，建設発生土の発生場所ごとに，かつ4, 000立方メートルまでごとに１回採取して，土壌検査

　ただし，建設発生土の公共工事間の利用を行う場合で，担当者相互の同意が取れた場合には，分析の必要はない。�

◎土壌検査を行った結果，条例の基準に適合しない場合には，監督員と協議すること。

◎処分場として下記のとおり指定する。

　を行うこととする。その他，「特定事業の許可に係る土壌検査及び水質検査の実施における留意点」による。�

6.山留め

の処理

処分許可業者の会社名
処分地

運搬距離

（km） （税抜き）（円）

所在地 処理費
単位

◎法面施工の場合( 素堀り ・ 多段式 )

４章 地業工事

◎排水，排土等は産業廃棄物に該当するため，関係法令に基づき，適正に処理すること。1.一般事項

・締固めは、ランマ－３回突き、振動コンパクタ－２回締め又は振動ローラー締めとする。締固めによる凹凸は目つぶし砂利で上均しをする。

2.砂利・砂及び

捨コンクリート

地業等

◎材料は、市場品とする。

◎砂利及び砂地業

・厚さが３００mmを越える場合は、３００mmごとに締固めを行う。

・砂利は、（切込砂利・切込砕石・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ）とする。

種別 使用部位 厚さ 粒度範囲

◎締め固め機械の選定に当たっては、地質の状況を検討し監督員の承諾を得ること。

◎捨コンクリ－トは、無筋コンクリ－ト（スランプ１５・、設計基準強度１８Ｎ／mm２）とし、厚さは、50mmとする。

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 図面参照 RC40

切込砕石 地中梁下、土間スラブ下 図面参照 C30

◎床下防湿層は、ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚さ0.15mm以上、重ね合せ及び基礎梁際ののみ込みは250mm、断熱材のある場合ののみ込みは400mm以上とする。

◎防湿層の位置は，土間コンの直下とする。ただし，断熱材がある場合は，断熱材の直下とする。

外構 図面参照 RC30再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ

◎建設発生土を搬入する場合には,  土壌検査結果を添付するものとし,  「徳島県生活環境保全条例」の土壌基準に適合しないものについては,  搬入することができない。

  ただし,  次の場合は検査結果の添付の必要はない. 

　(1) 公共工事間利用の場合で,  監督員相互で同意がとれた場合

  (2) 購入土(切込砕石,  砂,  真砂土等)である場合

６.建設発生汚泥 ◎処分場として下記のとおり指定する。

の処理

処分許可業者の会社名
処分地

運搬距離

（km） （税抜き）（円）

所在地 処理費
単位

宮崎基礎建設(株)☆優良認定業者
鳴門市大麻町三俣字津久田61番地1
鳴門市大麻町三俣字津久田4-1他

3.9 11, 000 t

◎発生汚泥を再生利用する場合には,  「建設汚泥の再生利用に関するガイドライン」に準拠し,  その内容等を明記した施工計画書を監督員に提出し,  承認を受けた後に施工すること。

　また,  施工計画書の承認を受ける際には,  関係部局との協議に協力すること。

松浦開発興業(株)☆優良認定業者
徳島県板野郡板野町大寺字岡ノ前155番地の3
鳴門市撫養町木津字イケヤ谷1449-1

6.5 2, 700 m3

「快適トイレ」を標準とする.　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

　○快適トイレとは，洋式トイレのうち，防臭対策・施錠の強化などが実施された，女性が利用しやすい仮設トイレのこと。

　○洋式トイレとは，和式トイレの便座部分を洋式化したトイレのこと。

◎受注者は,   当初請負対象金額（設計金額）７千万円以上の工事において仮設トイレを設置する場合,   原則として「快適トイレ」を設置しなければならない.

　ただし，特段の理由がある場合はこの限りでない．

◎受注者は，仮設トイレを設置した場合，「仮設トイレ設置報告書」を監督員に提出しなければならない．

◎材料試験は行わない。　ただし、規格証明書を提出し、監督員の承諾を得ること

6.梁貫通孔補強

◎梁貫通補強に建設技術評価規定に基づく評価品を使用する場合は，それぞれの部分についてメーカーの構造計算書を提出し，監督員の承諾を得ること。

7.ガス圧接 ◎圧接技量資格者は,  工事に相応したJIS Z 3881(ガス圧接技術検定における試験方法及び判定基準)による技量を有する者とする。

◎補強形式  鉄筋コンクリート構造配筋基準図による.

5.帯筋 ◎形の種別は構造図による。

4.鉄筋のかぶり

厚さ及び間隔

◎柱、梁の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、標仕表5.3.6の数値に10mmを加えた数値を標準とする。

◎目地がある場合のかぶりは、目地底からの寸法とする。

◎各部の配筋は、図示による。図示されていない場合は、標仕参考図[1節-基礎及び基礎梁の配筋]～[7節-梁貫通孔その他配筋]による。

◎杭基礎の場合のかぶりの厚さは,  杭天端からとする. 

3.加工及び
組立て

　ものとする。ただし,  地階を有しない1階土間を除く。

◎結束線の端部は内側に折り曲げる。

◎先組み工法の柱、梁の主筋の継手は同一箇所としてもよい。

◎スラブのスペーサーは鋼製を原則とし、他の箇所についても材種等について監督員の承諾を得ること。また、鋼製のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行った

◎鉄筋の90°未満の折曲げの内法直径は図示による。

◎鉄筋の継手位置は図示による。

◎柱,  梁の主筋は,  ガス圧接継手とする.

◎鉄筋の定着方法及び長さは図示による.

◎鉄筋の継手は、（重ね継手、D19以上はガス圧接継手、機械式継手、溶接継手 ）とする。但し、スラブの打継補強筋のD19は重ね継手とする。

8.配筋検査 ◎主要な配筋は，コンクリート打ち込みに先立ち，種類，径，数量，かぶり，間隔，位置等について，監督職員の検査を受ける。�

◎切取り部分の継手は次のとおりとする.　※重ね継手とする場合は監督員の承諾を受けること。また鉄筋相互間の間隔に留意すること．

・柱、梁の主筋(D19以上）：圧接　　・左記以外：（　圧接　・　重ね継手）

◎混和材料を使用する場合の種類は標仕6.3.1(d)によることとし，監督員の承諾を受けること.



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

特記仕様書 4

B-005Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

７章 鉄骨工事

８章 防水工事

1.一般事項 ◎防水下地の乾燥については，高周波水分計による下地水分の測定を行い，使用材料のメーカーの工法と確認し，工事を進めること。�

　
2.シ－リング ◎シ－リング材は、JIS A 5758 の規格品とする。

◎種類及び施工箇所

◎シーリング面への仕上塗材仕上げ等を( 行う ・ 行わない )。

◎外部に面するシーリング材は,  施工に先立ち( 簡易接着性試験 ・ 引張接着性試験 )を行う。

１.一般事項 ◎製作工場は、国土交通大臣の認定による（R）グレ－ド工場とし、その証明となる資料を監督職員に提出する。

◎鉄骨製作工場には施工管理技術者を（置く、置かなくともよい）

◎工事現場には、鉄骨製作工場名等を記載した板(30～35×45cm)（H.4.9.30住指発第347号）を掲示すること。

◎鋼材は次による。2.材料

◎間柱用構造用アンカーボルトの材質は(SNR400B)とする。

◎溶接材料は,  母材の種類,  寸法及び溶接条件に相応したもので,  製作工場の通常使用のものとする。

◎柱底均しモルタルは無収縮モルタルとする。

・セメントは，JIS R 5210による普通又は早強ポルトランドセメントとする。

・混和材は，セメント系(酸化カルシウム，カルシウムサルファルミート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

◎普通ボルト及びナットの材質は, ( JIS付属品(JIS B 1180及びJIS B 1181)・JIS本体規格品(ISO規格) )とする。径、使用箇所は図示による。

・砂，配合比等は，製造所の仕様による。

・無収縮モルタルの品質及び試験方法は，標仕表7.2.6による。�

4.工作一般

◎仮設のため、鉄骨に補助材等を取り付け及び貫通孔等を設ける場合は、工場溶接 を原則とし、  現場溶接となる場合は監督員の承諾を得ること。

◎仮組を（実施する、実施しない）

◎高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離，ボルト間隔，ゲージ等は図示による。�

◎床書き現寸図は作成（する・しない）。

3.材料試験等 ◎JIS規格品は、材料試験を行わない。

　ただし、規格証明書を提出し承諾を受けること。

◎トルシア形高力ボルトは，製品に対する製造管理方法及び品質管理試験の結果を，監督員に提出し承諾を受けること。�

◎板厚方向の引張試験を（行う、行わない）。

◎高力ボルトは, トルシア形高力ボルトとする。径、使用箇所は図示による。

セットの種類

2種(S10T)トルシア形高力ボルト

規格名称等規格番号等

建築基準法に基づき指定又は認定

◎タ－ンバックル

ボルトの種類( 羽子板ボルト ・ 両ねじボルト ・ アイボルト )

ねじの呼び及びターンバックルの呼び長さは, は図示による。

胴の種類（割枠式・パイプ式）

◎合成スラブデッキプレート  

形状及び寸法は図示による。

材質(ＳＤＰ１ＴＧ，ＳＤＰ２Ｇ)形状及び寸法は図示による。めっきはZ-12とする。�

BCR295

種類の記号 規格番号・規格名称等 適用箇所

柱

SS400 JIS G3101 一般構造用圧延鋼材 間柱、大梁・小梁、小梁・間柱に取合うPL類

SN490C JIS G3136 一般構造用圧延鋼材 通しダイヤフラムPL、G35棟部PL

建築構造用冷間成形角型鋼管

STKR400 一般構造用冷間成形角型鋼管 ｺｰﾅｰ柱、窓廻り上下部材、シャッター上部、庇受材JIS G3466

SN490B JIS G3136 建築構造用圧延鋼材 内蔵ダイヤフラムPL

SSC400 JIS G3350 一般構造用軽量形鋼 胴縁、折版受け、その他

11.軽量形鋼構造 ◎普通ボルトには,  二重ナットなどにより戻止めを行う. ただし,  胴縁,  母屋類は除く。

  また,  ボルト締め後のネジ山は,  3山以上出るようにする。

◎形鋼,  鋼板類の亜鉛めっきは,  標仕 表14.2.2による。

 記号
施工箇所

目地寸法 接着試験

MS-2 変成シリコーン系

有

アルミ庇取合い、防水扉取合い

シ－リング材の種類

主成分及び硬化機構による区分 （簡易）
備考

幅 深さ

10

有20 10

有15

20

屋外建具回り(RCに取合うところ) 10

コンクリート部打継目地, 誘発目地

窓台防水モルタル下端 有20 10

3.とい

９章 屋根及びとい工事

1.一般事項

2.折板葺き

◎硬質塩化ビニル雨どいの１本の長さは、10ｍ以内とし、伸縮に対応する工法を選択すること。

◎材種(たて樋 VPカラー管)   径(100Φ)  支持金物SUS。

◎さがり止めは図面により、図示のもの以外は標仕13.5.3(a)(4)又は13.5.3(e)(2)による。

◎屋根葺き材，緊結金物については，下地も含め安全性を確認し，監督員の承諾を得ること。�

◎標準仕様書以外の工法は，専門業者の仕様による。

◎建築基準法に基づき定められた区分等 基準風速　　Vo=（　　36　　）m/s

地表面粗度区分　　（・・　・・　・・　・・）

積雪区分　　建設省告示第1455号　別表による�

◎折板はJISA6514（金属製折板屋根構成材）による。

◎標準仕様書以外の工法は，専門業者の仕様による。また，タイトフレ－ム，けらば納めは屋根葺き工法に応じた専門業者の仕様による。�

◎建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔，固定方法等を施工計画書として提出する。�

裏打ち材の有無山高施工箇所 形式

はぜ工法

(mm)

160～166程度

軒先面戸の適用

有り

山ピッチ(mm)

500塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛ﾒｯｷ鋼板 0.8mm

鋼板の厚さ(mm)

オレフィン樹脂系フォーム厚4屋根

塗装面

片面

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂塗装

１０章 金属工事

1.一般事項 ◎製品の取付に当たっては，受材の有無並びにアンカーの長さ，径及び本数等について，十分耐力のある工法を選択し，監督員の承諾を得ること。

2.表面処理 ◎ステンレス

◎アルミニウム及びアルミニウム合金

3.溶接、ろう付け等 ◎溶接及びろう付けによる接合後は、各表面仕上げの種類の皮膜処理を行うこと。ただし、亜鉛めっき面については，標仕14.2.3による。

4.軽量鉄骨天井下地 ◎野縁などの種類：屋内19形，屋外25形とし，標仕表14.4.1による。

種類 表面仕上げの種別 施工箇所

SUS 304 HL 建具下枠

施工箇所

額縁、アルミ庇

表面処理の種別 被膜又は複合被膜の種類�・着色方法・色合等�
B-1 シルバー

◎鉄の溶接は,  7章「鉄骨工事」に準ずる。 

５.軽量鉄骨壁下地 ◎スタッド,  ランナ－の種類は,  標準仕様書14.5.3(表14.5.1)による.

屋外建具回り(外壁に取合うところ) 無三角

◎鉄鋼の亜鉛めっき

◎亜鉛めっきの試験は( 行う ・ 行わない )

種別 表面処理方法 めっきの種類 記号又は等級 施工箇所

B種 溶融亜鉛めっき 2種 HDZ45 屋外手摺

6.無筋 ◎無筋コンクリ－トは、次の場合に適用する。

・捨コンクリ－ト

・補強筋を必要としないコンクリート

◎適用箇所：捨てコン

コンクリ－ト

◎設計基準強度（18）N/mm2　，スランプ（15）cm

◎構造用アンカーボルトを（使用する・使用しない）。

◎構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法は図示による。�

◎アンカ－ボルトの保持及び埋込み工法は(Ａ・Ｂ・Ｃ)種とする。但しジャストベースはメーカー仕様による。

◎柱底均しモルタル工法は（Ａ・Ｂ）種とし，厚さは図示による。Ａ種の場合の無収縮モルタルは，製造所の仕様による。

◎建方用アンカーボルトを（使用する・使用しない）。

10.工事現場施工 ◎鉄骨建方の精度は、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書６鉄骨工事付則６鉄骨精度検査基準」による。

  ただし以下のものは図面による。

・特に精度を必要とする構造物あるいは構造物の部分。

・軽微な構造物あるいは構造物の部分。

H12建告第1464号第二号イ(１)(２)のただし　書きによる補強は、「突き合わせ継手の食い違いのずれの検査・補強マニュアル」による。

屋内建具回り(RCに取合うところ) 無10 10

不燃品

◎鉄骨の製作精度は、標準仕様書7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる。

6.普通ボルト接合 ◎普通ボルトの戻止めは( 二重ナット ・ ナットの溶接 ・ ゆるみ防止用特殊ナット )による.。

　ただし母屋、胴縁類の取付用ボルトは、戻止めを省略する。

7.溶接接合

◎開先の形状は、構造図による。

◎溶接部の余盛り高さは、ＪＡＳＳ６　付則６〔鉄骨精度検査基準〕付表３〔溶接〕による。

◎スカラップの形状は、図示による。

◎エンドタブ, 裏当て金等は, 梁フランジ等の端から, 1～5mm残して, 部材断面を欠損しないよう直線上に切断する.なお, 切断線が交差

◎完全溶込み溶接部は超音波探傷試験を（行う、行わない）。

◎溶接作業は、工場作業を原則とする

　ただし、やむを得ない場合は監督員の承諾を得ること。

◎溶接技能者に対して、技量付加試験を(行う、行わない）。

　試験を行う場合の平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）は（2.5％、４％）とする。

  

  

5.高力ボルト接合 ◎すべり係数試験は（行う・行わない）。

上記の方法により確認できない場合は，すべり係数試験(サンプル試験)を行い，すべり係数値0.45以上を確認すること。�

◎確認試験の数量は，呼び径ごとに代表ロットを選び，その中から任意に取り出した５セットとする。�

◎ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ又はｸﾞﾘｯﾄﾌﾞﾗｽﾄにより摩擦面の表面粗度を５０μｍＲz以上確保する場合の表面粗度の確認方法は次のいずれかによる。

1)表面粗度測定機による測定

2)ﾌﾞﾗｽﾄ機器の性能表による確認

3)ｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄ販売元からの表面粗度検査結果証明書による確認

◎締付け施工法の確認は, ＪＡＳＳ６ ６.３〔締付け施工法の確認〕に準じる。�

◎トルシア形高力ボルトは，軸力の確認試験を（行う・行わない）。

9．錆止め塗装

◎エンドタブの切除は( 行う ・ 行わない ). 行う場合は図示による. 

　する場合は, 交差部をアール状に加工する。

試験の種類 試験箇所 試験数 備考

超音波探傷試験 標仕7.6.11突合せ溶接部

◎素地ごしらえは，標仕表18.2.2（Ａ・Ｂ・Ｃ）種とする。

◎塗料種別   鉄面           標準仕様書表18.3.1の（Ａ・Ｂ）種

◎塗装種別   鉄面           標準仕様書表18.3.3（Ａ・Ｂ）�

（工場１回，現場１回）

JIS K 5674

8.スタッド溶接及び

デッキプレート溶接

◎デッキプレートを鉄骨部材に溶接する工法は,  次による。

 ( アークスポット溶接 ・ 隅肉溶接 ・ 焼抜き栓溶接 )

◎原則として本接合ボルトを仮ボルトとして使用しないこと. 
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◎目地の位置及び寸法は図示による。

◎総塗り厚さが25mm以上となる場合は、はく落防止工法とすること。

◎防水モルタルに用いる防水剤の使用方法は，製造所の仕様による。

3.床コンクリート
直均し仕上げ

◎施工箇所（1・2階床、根巻コンクリート・スチール棚置場上面）

4.仕上塗材仕上げ ◎仕上塗材は，JIS A 6909（建築用仕上塗材）による。なお，下塗材，主材及び上塗材は，同一製造所の製品とする。

◎所要量等の確認は，（標仕表15.5.4，単位面積当たりの使用量）による。

◎建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂，ﾒﾗﾐﾝ樹脂，ﾌｪﾉｰﾙ樹脂，ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂　又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は（Ｆ☆☆☆☆）とする。�

種類  呼び名 上塗材 仕上げの形状 工法 下地仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し保護 吹付け撥水材 水系ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂 コンクリート打放し

◎防水剤の製造所：評価名簿による．

１２章 建具工事

1.一般事項 ◎外部に面する建具は、建築基準法施行令、又は「屋根葺き材、外装材及び屋外に面する帳壁の基準（昭和４６年建設省告示第１０９号）」に基づき安全性を確認すること。

◎防犯建物部品の適用は、建具表による。

◎建具見本の製作及び特殊な建具の仮組は、建具表による。

2.アルミニウム製

3.鋼製建具

◎鋼板は，JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）による表面処理亜鉛めっき鋼板とし、めっき付着量はZ12又はF12を満足するものとする。�

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法 使用箇所 表面処理

A種 70 B-1図面参照S-4 A-3 W-4

◎建具には製作業者名を表示すること。

建具

◎防火戸の指定は建具表による。

◎製作所：評価名簿による．

◎製作所：評価名簿による。

耐風圧性 気密性 水密性 使用箇所 表面処理

図面参照

遮音性 面内変形追随性

溶融亜鉛めっき鋼板

備考

屋内建具枠

5.建具金物

◎既成又はこれに準ずる建具金物は、建具製作所の仕様による。

◎握り玉及びﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、押板類、ｸﾚｾﾝﾄ等の取付け位置は図示による。

◎金物の種類及び見え掛り部の材質は，標仕表16.7.1による。

4.木製建具

◎見込み寸法、表面板の厚さは図示による。

◎フラッシュ戸の表面材の合板の品質について，ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は，Ｆ☆☆☆☆とする。ただし，正当な理由により確保が困難である場合等，ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が，

　Ｆ☆☆☆☆のフラッシュ戸を使用できない場合には，監督員と協議するものとし，監督員の承諾を得るものとする。その他は，標仕16．6．2(b)(1)(・)(・)による。�

◎建物内部の木製建具に使用するﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ水溶液を用いた造作用，壁紙施工用及び建具用でん粉系接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は，Ｆ☆☆☆☆とする。ただし，正当な理由により

　確保が困難である場合等，ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が，Ｆ☆☆☆☆のでん粉系接着剤を使用できない場合には，監督員と協議するものとし，監督員の承諾を得るものとする。�

◎建具材の含水率の種別は，（Ａ・Ｂ・Ｃ）種とする

6.軽量シャッター

開閉装置 電動式

ｽﾗｯﾄ仕様

設置場所

t=0.8mm

1階車庫・倉庫

◎製作所：評価名簿による。

スチールタイプセクション材料

安全装置 障害物感知装置

シャッターケース、レール、座板、まぐさは図面による。

１４章 内装工事

1.せっこうボ－ド�

その他ボ－ド及び

合板張

◎合板、パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

　ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が、Ｆ☆☆☆☆の合板、パーティクルボード及びＭＤＦを使用できない場合には、監督員と協議する

　ものとし、監督員の承諾を得るものとする。

材種・規格品 施工箇所 不燃材等の区分 備考下地の種類小ねじ・釘・接着剤の種類厚さmm工法

4 不燃天井 標仕19.7.2(d)(e) LGS

JIS A 5430の規格品 壁

目透かし

ラワン合板（2類）

農林省告示第383号

保管庫上部 突付け 18 標仕19.7.2(d)(e) 軽量形鋼

3.接着剤 ◎壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ　樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量はＦ☆☆☆☆とする。

　ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が、Ｆ☆☆☆☆の接着剤を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得る

　ものとする。

床

スレートボード(フレキシブル板)

目透かし 不燃

不燃

標仕19.7.2(d)(e)

標仕19.7.2(d)(e)

LGS8

5壁 軽量形鋼 H型アルミ製(t=1.0)ジョイナー共ジョイナー施工

2.断熱・防露

グラスウール

種別 工法 備考

JIS 6301 50mm 敷き込み 保管庫  天井24kg/m2

JIS 6301 50mm はめ込み24kg/m2

◎ﾛｯｸｳｰﾙ、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ、ﾕﾘｱ樹脂又はﾒﾗﾐﾝ樹脂を使用した断熱材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は、　Ｆ☆☆☆☆とする。　ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの

　発散量が、Ｆ☆☆☆☆の断熱材を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を　得るものとする。

種類 施工箇所厚さmm

◎製造所：評価名簿による。

グラスウール 保管庫  壁

3.耐候性塗料(DP)

B種

区分 種別 備考

屋外亜鉛メッキ面 標仕18.7.3

素地ごしらえ

上塗り等級 1級(ふっ素系)

A種上塗り等級 1級(ふっ素系)に準じるステンレス面 標仕18.7.3 防水扉面

シャッター3方枠

2.モルタル塗り

施工箇所 仕上げの種類 目地 防水の有無 備考

屋内階段床 無 無金こて押え

金こて押え 有屋外階段部床

窓台� 金こて押え 無

◎下地,  塗り面等の浮いている部分は,  直ちに補修する。

無

有

◎ﾕﾘｱ樹脂等（ﾕﾘｱ樹脂、ﾒﾗﾐﾝ樹脂、ﾌｪﾉｰﾙ樹脂、ﾚｿﾞﾙｼﾉｰﾙ樹脂又はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系防腐剤）を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

　ただし、正当な理由により確保が困難である場合等、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量が、Ｆ☆☆☆☆の塗料を使用できない場合には、監督員と協議するものとし、監督員の承諾を得る

2.合成樹脂調合

（SOP）

ペイント塗り

　ものとする。

区　　分
種　　　別

素地ごしらえ 備　考
屋外 屋内

亜鉛めっき面 B種

錆止め塗料

A種

屋外 屋内

スチール戸枠

鉄面 C種 A種 鉄部標仕18.4.4 B種

標仕18.4.5

防水扉ピット部� 金こて押え 無 有 内部充填

6.金属成形板張り
材質 防水紙 形状 表面処理 取付下地板幅 厚さ種別

鉄骨(ステンレスビス止め)0.5mm 図示による

7.手すり及び

屋外手すりスチール

◎手すりの支柱は，コンクリートあるいはモルタルの中に入る部分であっても錆止め処置を行うこと。

タラップ 備考取付箇所材種 表面仕上げ 直径

図面による

屋内手すり

HDZ45

スチール SOP塗り 図面による

塗装 溶融55％アルミニウム

-亜鉛メッキ鋼板

角波サイディング張り 125～140 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂塗装透湿防水シート

１１章 左官工事

1.一般事項 ◎下地調整に用いる吸水調整材の使用方法は、製造所の仕様による。

◎コンクリ－ト等面の下地及び各塗り層は、清掃のうえ適度の水湿しを行って、次の層の塗り方にかかる。

8.ガラス用フィルム

7.ガラス ◎板ガラス

◎外部に面する網入り板ガラス等の下辺小口及び縦小口下端に防錆処置を行うこと。

◎ガラスのとめ材の種類

建具の種類 材種 ガラス溝の大きさ

SR-1両面アルミニウム製 標仕表16.14.1

◎防火設備のガラスとめ材は、防火設備認定品とする。

◎品質はJIS A 5759による.

種　類名　称 張り面

紫外線カットフィルム 内張り2種

１３章 塗装工事

1.一般事項 ◎防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする。

◎塗料はﾎﾙﾏﾘﾝ不検出のもの及び有機溶剤の含有量が少ないものとする。

種類 品種 厚さ 備考

複層ガラス フロート5.0mm+空気層6mm+網入り透明6.8mm

網入磨き板ガラス 6.8mmJIS R 3204

JIS R 3209

備考

型ガラス(スリガラス)調フィルム

mm程度

耐風圧強度 500pa
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１５章 ユニット及び

その他の工事

１７章  舗装工事

１６章 排水工事

◎盛土材料　B種

◎路盤材料は再生クラッシャーランとし、厚さは図示による。

◎再生加熱アスファルト混合物を（使用する）。

舗装の種類 部位 舗装の厚さ（ｍｍ）

　 アスファルト 補修部 50

◎シ－ルコ－トは（行う、行わない）。

◎アスファルト混合物の抽出試験は（行う、行わない）。

◎舗装の平担性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする。

種　　別 表層、基層の別 種類 備考

再生加熱アスファルト混合物 表層 密粒度アスファルト混合物

◎切取り試験は（行う、行わない）。

◎締固め試験は（行う、行わない）。

◎砂の粒度試験は（行う・行わない）。

◎路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験は（行う〔乱した土・乱さない土〕・行わない）

◎路盤の厚さは,設計厚さを下回らないこととする。

◎地域は（一般地域・寒冷地域）とする。

◎表層の厚さは,設計厚さを下回らないこととする.

◎強度に関する資料を監督員に提出すること。取付ピッチ、支持材ピッチは採用メーカーの規定・構造計算による。

◎瀝青質板製

◎図面による

◎排水管材料

材種 管の種類 呼び径 備考

VP 100硬質ポリ塩化ビニル管

◎排水マスの種類：図示による。

  ・製造所：評価名簿による

◎グレーチング

◎材種（SUS304）、形状（ゴムタイヤ有り）、エンド無し、寸法（35）

◎取付け方法は（アンカーピン+接着工法）とする。

1.階段滑り止め
(屋内)

◎材種（SUS304）、形状（ゴムタイヤ無し）、寸法（35）

◎取付け方法は（アンカーピン+接着工法）とする。

2.階段滑り止め
(屋外)

1.路床

2.路盤

3.アスファルト舗装

3.アルミ庇

5.スチール棚

6.目地板

1.排水管

2.側塊, 排水桝等

4.バリカー ◎図面による

材質 用途 適用荷重 ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ 亜鉛めっき付着量 上面形状 備考

450g/m2以上35.3程度T20溝用スチール プレーン ボルト固定

スチール 枡用 T14 30.0程度 450g/m2以上 プレーン ボルト固定

◎砂の粒度試験は,（　行う　・　行わない　）

◎地業材料：再生クラッシャーラン   厚さ：100

◎コンクリ－ト設計基準度等：18N/mm２, スランプ＝15

3.街きょ, 縁石, 側溝

◎街きょ,縁石及び側溝

備考名称 形状 寸法

境界ブロック

◎地業材料の種類：再生クラッシャーラン   厚さ：図示による。

◎コンクリート：設計基準強度( 18N/mm２), スランプ( 15 )

◎埋め戻し材料：( A ・ B ・ C ・ D )種とする.

◎排水工事の仕様は, 図示以外は, 建築工事標準詳細図による.

4.その他

地先 150×120

◎現場ＣＢＲ試験を（行う・行わない）。

7.防水扉 ◎スライド式防水扉(正水圧)

材質      ステンレス製(錆止め塗装のうえDP塗り)

防水高さ  NGL+1150

明細は防水扉詳細図参照

8.走行クレーン ◎走行クレーン

定格荷重   2.800/t

スパン     10.78m

明細は走行クレーン詳細図参照

スチール 枡用 T6 30.0程度 450g/m2以上 プレーン ボルト固定

◎路床締固め度試験は（行う・行わない）。
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徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/200配置図

B-009Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

N

A型バリケード

資材備蓄倉庫
(既設建物)

通路

U字溝150

防災備蓄倉庫
(新設建物)

メッシュフェンス

3000

NGL=KBM+400とするNGL=KBM+400とする

配置図  1/200

2
84
0

26
6
0

（50m）



A

C

B

D
あ

い

(ア)

(イ)

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/200仕上表、面積表

B-010Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

スレートボード(フレキシブル板)厚5

スレートボード(フレキシブル板)厚5 ジョイナー工法

スレートボード(フレキシブル板)厚5 ジョイナー工法

スレートボード(フレキシブル板)厚5 ジョイナー工法

スレートボード(フレキシブル板)厚4底目地張り

車庫・倉庫

1
20
0
0

1
20
0
0

A

17000

4500400040004500

1階面積算定図

1 2 3 4 5

吹抜

17000

4500400040004500

72
0
0

48
0
0

3134.5 14001300

5
00
0

30
0
0

A

C

2階面積算定図

1 2 3 4 5

C

1500

1000300

1000500

1階床面積

2階床面積

延床面積

52.83m2

256.83m2

建築面積 207.40m2

38
5
0
95
0

204.00m2

床 巾木 壁 天井 CH 備考階

1

室名

内部仕上表

2

2

1～2

屋根表し（オレフィン樹脂系フォーム厚4）

鉄骨PL SOP塗り

外壁表し

コンクリートこて押え(目地カッター切り)

コンクリートこて押え

コンクリートこて押え

モルタルこて押え（溶接金網3.2φ×50×50）

コンクリート打放し(塗装合板型枠) スチール棚

2150

500角

保管庫

倉庫

建築面積算定用

階段

ビニル巾木 H=60

一部ビニル巾木 H=60 一部スレートボード(フレキシブル板)厚8底目地張り

スレートボード(フレキシブル板)厚8底目地張り

一部スレートボード(フレキシブル板)厚8底目地張り

デッキプレート表し

屋根表し（オレフィン樹脂系フォーム厚4）

屋根表し（オレフィン樹脂系フォーム厚4）

スチール棚

2の上 保管庫上部 合板厚18張り(ビス止め) 外壁表し 屋根表し（オレフィン樹脂系フォーム厚4）

スレートボード(フレキシブル板)厚5 ジョイナー工法

8500 7000

4
1
80

30
00

スレートボード(ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板)厚4・5・8 不燃材料

オレフィン樹脂系フォーム厚4 不燃材料

面積計算表 記号

1階床面積 A 17.00 × 12.00 × 1 　=　 204.0000

計 204.0000

204.00 m2

2階床面積 B 4.50 × 7.20 × 1 　=　 32.4000

C 3.1345 × 4.80 × 1 　=　 15.0456

D 1.40 × 3.85 × 1 　=　 5.3900

.

計 52.8356

52.83 m2

建築面積 1階床面積 204.0000

あ 5.00 × 0.50 × 1 　=　 2.5000

い 3.00 × 0.30 × 1 　=　 0.9000

計 207.4000

207.40 m2

車庫面積 ア 8.50 × 4.18 × 1 　=　 35.5300

イ 15.50 × 3.00 × 1 　=　 46.5000

計 82.0300

82.03 m2

倉庫面積 延床面積 256.83

車庫面積 -82.03

計 174.80 m2

吹抜



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/100

B-011

1・2階平面図、屋根伏図

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

N

A�

B

C

D

展開方向

1
20
00

4
2
25

4
4
50

3
3
25

1
20
00

4
2
25

4
4
50

3
3
25

A

C

A

UP
UP

UP

17000

4500400040004500

スライド式防水扉

給水車(2m×5m)

給水車(2m×5m)トラック(2m×7m)

1階平面図

1 2 3 4 5

DN

保管庫

吹抜

17000

4500400040004500

倉庫

2階平面図

1 2 3 4 5

アルミ庇

アルミ庇

620

棚

棚

4
17
5

3
6
50

4
1
75

4
17
5

3
6
50

4
1
75

620

棚

7
20
0

4
80
0

3134.5

車庫・倉庫

1500

78
2
5

B

C

B

1400 1300

12
0
00

A

C

1 5

17000

400040004500

屋根伏図

2 3 4

4500

5
0
00

3
0
00

2
70
30

27
030

鉄骨階段屋内階段

有効巾 830mm

踏面 240mm

蹴上 183.167mm・185.625mm

鉄筋コンクリート階段屋外階段

有効巾 918.65mm

踏面 240mm

蹴上 191.667mm 

カッター切り

バリカー

バリカー

手摺

手摺

吹抜



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/100立面図

B-012Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

1 2 3 4 5AC B

西立面図

A CB

東立面図

南立面図

北立面図

12345

あ

い

う 巾木      コンクリート打放し(塗装合板型枠)撥水材

え アルミ庇

屋根      塗装 溶融55％アルミニウム-亜鉛メッキ鋼板 厚0.8  折板葺き

外壁      塗装 溶融55％アルミニウム-亜鉛メッキ鋼板 厚0.5  角波サイディング張り

あ

あ

い

い

い

い

う

う う

う

う

う

え

え

軒樋      カラー塩ビ製 角形(前高)W150

か タテ樋      カラーVP 100Φ

お

お

お

目地

か

か

記号 仕上

SUS製防水扉 DP塗り

裏打ち材 オレフィン樹脂系フォーム厚4



12000

6
1
00

12
0
0

NGL

C

1
1
50

7
3
00

10

3

1
30
0

浸水高さ

150 50 1020 土間スラブこて押え 厚300+30～130(目地カッター切り)

クラッシャーラン 厚100

ポリエチレンフィルム 厚0.15

捨てコンクリート 厚50

70

塗装 溶融55％アルミニウム-亜鉛メッキ鋼板 厚0.8  折板葺き

A

塗装 溶融55％アルミニウム

-亜鉛メッキ鋼板 厚0.5

角波サイディング張り

鉄部SOP塗り

コンクリート打放し

11330

270

7
50

9
515
0 5
5

1
0
00

1
50

（
中
央
部
）

（
中
央
部
）

車庫・倉庫

1
50
0

26
5
0

25
5
0

3
5
0
1
30

2
15
0

9
1
0

1
2
00

4
0

21
0
0

27
0

保管庫倉庫

20
0
0

1
50

合成スラブデッキプレート H=50 t=1.2(Z12)

コンクリートこて押え H=80

合板厚18張り(ビス止め)

軽量鉄骨下地 19型

スレートボード(フレキシブル板)厚4底目地張り

スレートボード(フレキシブル板)厚8底目地張り

スレートボード(フレキシブル板)厚8底目地張り

グラスウール厚50 24kg/m2

グラスウール厚50 24kg/m2

2.8t用ホイスト

4800

275

軒樋 軒樋塩ビ製
角形(前高)W150

根巻きコンクリート

27
0

コンクリート打放し

9
5 15
05
5

1
0
0～
20
0
12
0
0～
1
1
00

浸水高さ

1
1
50

(塗装合板型枠)

(塗装合板型枠)撥水材

スレートボード(フレキシブル板)
厚5のうえ 透湿防水シート

7
30

5
3
0

5
0

15
0

54
2
0

2SL

スレートボード(フレキシブル板)厚5 ジョイナー工法

2
3
0
70
8
0

裏打ち材 オレフィン樹脂系フォーム厚4

木製建具

面木 15*15*20

目地板厚10

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/30矩計図 1

B-013Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



4500

NGL

5

土間スラブこて押え 厚300+30～130(目地カッター切り)

クラッシャーラン 厚100

ポリエチレンフィルム 厚0.15

捨てコンクリート 厚50

 折板葺き

塗装 溶融55％アルミニウム-亜鉛メッキ鋼板 厚0.8

1

鉄部SOP塗り

車庫・倉庫

2FL

4000

1
1
50

9
5 浸水高さ

2
00

1
1
20

倉庫

1FL

26
5
0

6
1
00

34
5
0

11
0

1
0
0

1
1
50

3
54
0

浸水高さ

43

1
05
0

1
30

2FL

1500

7
0

2
78
0

アルミ庇

1
3
0

目地板厚10

150 440

2
0
0

10
0 5
0

クラッシャーラン 厚150

捨てコンクリート 厚50

2
79
0

170

2SL

1430

防水モルタル充填
上部仕上げ面はこて押え

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/30矩計図 2

B-014Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



4500

5

鉄部SOP塗り

車庫・倉庫

1
1
50

浸水高さ

2
00

1FL

26
5
0

25
5
0

4

保管庫

14003134.5

34.5

C

80
0

1
48
5

10
9
9

1
96

1
30

2FL

(
1
83
.
16
7
×
6
)

(
1
85
.
62
5
×
8
)

2
00

1
0
95

1300

2
0
00

5

950120012401680
(240×7) (240×5)

SUSノンスリップ
W35(タイヤ無し)

1
50 20

1200
（溶接金網3.2φ×50×50）

2
0
1
50

NGL

11
5
0

2
0

BM

4
00

3
80

(1
9
1.
6
67
×
6
)

1200
(240×5)

13
0

20

防水モルタルこて押え

コンクリート打放し

1
20

1
00

目地板厚10

1
12
0

コンクリート打放し

スチール手摺 SOP塗り

スチール手摺 溶融亜鉛めっき HDZ45

グラスウール厚50 24kg/m2

スレートボード(フレキシブル板)厚8底目地張り

鉄部SOP塗り

鉄部SOP塗り

コンクリート打放し

鉄部SOP塗り

鉄部SOP塗り

モルタルこて押え

SUSノンスリップ
W35(タイヤ有り)

アルミ庇

11
3
0

(塗装合板型枠)

(塗装合板型枠)(塗装合板型枠)

5070

NGL

1
12
0

コンクリート打放し
(塗装合板型枠)撥水材

2SL

15
0

20

1230

8
0
0

MS-2 15×10

合成スラブデッキプレート

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/30断面詳細図

B-015Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/50平面詳細図

B-016Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

BD

展開方向

C

A

1
2
00
0

4
22
5

4
45
0

3
32
5

A

C

軽量電動シャッター

4
00
0

SUS製スライド式防水扉

4
04
0

2
0
5

2
0
5

4500

1 2

1600 1800 1100

620

2
25

22
5

16001800

5

4500

41
7
5

36
5
0

4
17
5

B

5

UP

UP

UP

1200

940 90170

930 370

918.65

83050 50

21.35

7
10

26
0
0

8
65

1
20
0

95
0

41
7
5

4
17
5

36
5
0

4500

4

48
0
0

14003134.5

34.5

620

DN

保管庫

倉庫

吹抜

900 1120

8
50

22
0
0

1
2
00

1
2
40

16
8
0

(2
4
0×
7)

(
24
0
×
5)

1
40
0

(
2
40
×
5
)

92
5

18
0
0

9
2
5

3100

B

バリカー
バリカー

スチール棚
スチール棚

スチール棚

1階平面詳細図 2階平面詳細図

1600180011001100 1100

DP塗り



1
60
程
度

2000775

手
摺
芯

手
摺
芯

手
摺
芯

1
12
0

775775

両開き手摺戸(常時は閉鎖使用)

スチール SOP塗り

2階倉庫   (1ヶ所)

付属金物

型式

材質

室名（数量）

SUS製重量用丁番、SUS製掛け金

SUS製門落し、SUS製開放時ストッパー 他一式

Φ-48.6×2.3 SOP塗りΦ-42.7×2.8 SOP塗り
Φ-21.7×2.0 SOP塗り
125＠程度

Φ-21.7×2.0 SOP塗り
125＠以内

Φ-48.6×2.3 SOP塗り

Φ-42.7×2.8 SOP塗り

Φ-42.7×2.8 SOP塗り

Φ-42.7×2.8 SOP塗り Φ-48.6×2.3 SOP塗り

1
0
0

吹抜部スチール手摺・両開き手摺戸詳細図 1/20

8
00

11
2
0

7
0

70

屋内階段手摺詳細図 1/20

Φ-34.0×3.2 SOP塗り

Φ-42.7×2.8 SOP塗り

Φ-21.7×2.0 SOP塗り
125＠以内

1000＠以内

Φ-34.0×3.2 SOP塗り

ササラPL-300×12
SOP塗り

80
0

1
12
0

Φ-34.0×3.2

Φ-42.7×3.2

825＠以内

7
0

Φ-34.0×3.2

1
0
0

7
0

Φ-34.0×3.2

Φ-42.7×3.2

13Φ
120＠以内

825＠以内

Φ-34.0×3.2

屋外階段手摺詳細図 1/20

鉄部は全て溶融亜鉛めっきHDZ45とする 

13Φ
120＠以内

MS-2 15×10

20

15

SUS製門落し

SUS製掛け金

1238

2
0
0

3
0
1
5
0
2
0

PL-6 SOP塗り

ササラPL-300×12

Φ-34.0×3.2 SOP塗り

Φ-42.7×2.8 SOP塗り

Φ-21.7×2.0 SOP塗り
125＠以内

Φ-34.0×3.2 SOP塗り

SOP塗り

1000＠以内

屋内階段手摺詳細図 1/10

現場溶接

手摺詳細図

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/20  1/10

B-017Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



部分詳細図 1 1/10

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

川端壮一郎
図面名

B-018

第126265号

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

1階AW1・3廻り詳細図　1/10

15 25

65
5
5

W

WD1 スチール製3方枠詳細図　1/10

95

25

2
5

1階AD1廻り詳細図　1/10 2階AW2廻り詳細図　1/10 2階AW2’廻り詳細図　1/10

基礎土台水切り詳細図　1/10 外壁出隅役物詳細図　1/10 軒先納まり詳細図　1/10 ケラバ納まり詳細図　1/10 棟納まり詳細図　1/10

1階SS1廻り詳細図　1/10 2階保管庫廻り壁詳細図　1/10 屋内階段床詳細図　1/10

4
0

モルタルこて押え

溶接金網

D10溶接

SUSノンスリップ
W35(タイヤ有り)

3.2φ×50×50

1
5
25

H

45
1
5
0

55

H

9
5

5050

5050

15020

10

5010

35W

270

35W

1
5
0

H
5

MS-2 15×10

15×10

MS-2 三角

MS-2 15×10

水切り
塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4

9
5

5050

15020

10

5010

2
0

モルタル詰め

防水モルタルこて押え

MS-2 10×10

止め縁

止め縁は塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4

MS-2 15×10
防水モルタルこて押え

45

5050

45
H

35W

MS-2 三角

止め縁

45

5050

45
H

35W

MS-2 三角

止め縁

165

アルミ額縁

1
5
25

1
52
5

止め縁は塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4

止め縁は塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4

止め縁は塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4

5050

5050

5
0

5
0

5050 5050

塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.5
角波サイディング張り

スレートボード(フレキシブル板)

透湿防水シート

カラー塩ビ角樋　W=150(前高)

厚5 ジョイナー工法 外壁仕様は水切り部に同じ

外壁仕様は水切り部に同じ
外壁仕様は水切り部に同じ

20～25程度

出隅役物
塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4

タテ樋  カラーVP 100Φ

ケラバ包み
塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.8

タイトフレーム
軒先見切り面戸

軒先取合い水切り
塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.4 水上面戸

棟押え
塗装 溶融55％アルミニウム
-亜鉛メッキ鋼板 厚0.8

エプロン

棟用タイトフレーム

50
50

MS-2

防水モルタル詰め

50 50

1525

SUS L-30*30*3

30

20

亜鉛めっき鋼板
t=1.6 DP塗り

亜鉛めっき鋼板
t=1.6 DP塗り

MS-2 三角
止め縁

10 65 32.5 32.55050

LGSLGS

ビニル巾木H=60

塩ビ製廻り縁

グラスウール厚50 24kg/m2

スレートボード(フレキシブル板)
厚8底目地張り3

0

1
25
～
1
4
0程
度

45

妻用タイトフレーム

MS-2 三角

止め縁

MS-2 三角

止め縁

MS-2 三角

止め縁

8

8 8

(あき)



スチール棚(参考図)  1/30

1855 3655

1
80
2

620

可動棚

可動棚可動棚

可動棚 可動棚

可動棚

耐荷重 500Kg/1段

塗装 メラミン焼付塗装

素材 スチール

中量スチール棚

SUSビスにてC形構、RC壁にビス止め
を施し固定すること。

部分詳細図 2 1/10  1/20  1/30

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

川端壮一郎
図面名

B-019

第126265号

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

アルミ庇詳細図　1/10

バリカー詳細図(参考図)　1/20

外壁、内壁目地・面木詳細図(参考図) 1/10

1225×3000

アルミ庇

1425×5000

二重ナット

SUS製貫通ボルト M10

MS-2 10*10

MS-2 20*10

50 50

SUSパイプ
19Φ×1.5
シーリング材充填

25

二重ナット

SUS製貫通ボルト M10

SUSパイプ
19Φ×1.5
シーリング材充填

20

20

MS2 20*10

15
0
5
0
1
0

15

20

15

15

20

7
0

NGL

201505010

MS2 20*10

1
5

2
0

15

FL

2
50

85
0

支柱 Φ-114.3×4.5(STK400)�
電気亜鉛めっきのうえ焼付塗装(黄色)

寸切ボルト(SS400)
ユニクロメッキ

114.3
防水モルタル詰め

180Φ程度



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/30防水扉詳細図 1(参考図)

B-020Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

平面図（通常時）S=1:30

NGL+100

分割ラインを示す

B

B

12000

床ピット=9140

100

建築有効=4040 1515

防水幅=4073180

165

床枠カバー
＝578

床枠カバー
＝578

床枠カバー
＝578

床枠カバー
＝578

床枠カバー
＝578

床枠カバー
＝578

床枠カバー
＝578

床
枠
カ
バ
ー
＝
2
49

3235

525

4410
枠＝280

床枠=8940 100

3335

46904250

床
枠
=
26
7

床枠カバー
=347

平面図（設置時）S=1:30

床ピット範囲を示す

SUSエルボ排水管　25A

つなぎ込み

水圧

分割ラインを示す

A

A

a部

b部

建築有効＝4040

防水幅＝4070

床
ピ
ッ
ト
=
44
0

2
0

12
0
床
枠
＝
3
00

扉幅＝4190

床
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ト
=4
4
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床ピット=9140

床枠=8940100
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床
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＝
44
0

扉
＝
17
5

4300 260

4410

1054305

17
0

100

30
0
19
0

3
2
0

床
枠
＝
2
6
7
5
3

12
0

100

3235

375

防水板設置寸法＝8940

枠＝280

3335

15 15

180

20
32
0

1
00

4080

床枠カバー

347

12000

スライド式防水扉 （正水圧）形式

4070ｍｍ防水幅

防水高 1050 ｍｍ

仕様

漏水量 0.02 m2/h/m2（工場出荷時）

扉寸法 W 4190 × H 1110× D 175 [ｍｍ]

扉骨材：ｽﾁｰﾙ+錆止め塗装仕上げ

主要材質

耐水圧 仕様の「防水高さ」までの水圧

耐荷重 10ton

錆止め塗装 変性エポキシ樹脂下塗り塗料 グレー色

扉重量

床枠カバー 約5kg/枚　

約1100kg

表面：SUS304 錆止め塗装

枠：SUS304+錆止め塗装仕上げ

(仕上げ塗装：DP塗り）

(仕上げ塗装：DP塗り）

取扱い銘板 2枚設置
（大きさ内容は仕様メーカーによる）

AA

AA

1

1

CC

CC



正面図（設置時）S=1:30

AC

NGL±0

設置レベル
NGL+100

設置水位
1FL+1050

SUS排水管 25A

丸落とし

分割ラインを示す

ライナー調整

SUS締付ハンドル

SUS 埋込取手

戸当り+丸落とし受け

南京錠付

建築有効=4040

防水幅=4070 280

4135

180

8
0.
5

防
水
高
=
10
5
0
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0

扉幅＝4190

床ピット=9140

100 床枠=8940

300 8380 260

1
0
0

1
15
0

床
ピ
ッ
ト
＝
1
3
0

15 15
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4410
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12000

3335

3235

防水板設置寸法＝8940

扉幅＝4190

扉
高
＝
1
1
10

R10
R10

R10
R10

1

A-A 断面図（設置時）S=1:30 B-B 断面図（通常時）S=1:30

1

設計水位

NGL+1150

NGL±0

設置レベル
NGL+100

金属拡張アンカー

SUS304　M10-4 ＠200

つなぎ込み

SUSエルボ排水管 25A

設計水位
NGL+1150

ライナー調整

C部

NGL±0

設置レベル
NGL+100

20
0

320 190

防
水
高
＝
1
05
0

床
ピ
ッ
ト
＝
13
0

1
00

3
0

120 267 53

20 170

R10
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0

320 190

120 267 53

20 170

防
水
高
＝
1
05
0

床
ピ
ッ
ト
＝
1
30

1
00

3
0

R10

防水モルタル充填

上部仕上げ面は
こて押え

a部 平面詳細図　S=1:10 ｂ部 平面詳細図　S=1:10

シーリング

扉補強材
St t6 +錆止め塗装

床枠見切り
SUS304　ｔ6-HL

金属拡張アンカー
SUS304　M10　＠200

SUSエルボ排水管 25A

つなぎ込み

枠

(仕上げ塗装：DP塗り）

扉止水材
SUS304 t6 +錆止め塗装)
（仕上げ塗装：DP塗り）

扉表面材
SUS304 t1.5 +錆止め塗装
(仕上げ塗装：DP塗り）

止水パッキン
ネオプレンスポンジゴム

エキセン

ガイドローラ

床ピット範囲を示す

溶接金物　ｔ2.3

90 90 15

防水幅= 4070180 280

建築有効= 4040 15 90 100 90

床
ピ
ッ
ト
=
4
40

1
00

32
0

2
0

D
=1
7
5

床
枠
=2
6
7

60 60

扉幅＝4190

C部 平面詳細図　S=1:10

金属拡張アンカー
SUS304　M10　

床枠カバー補強材
SUS304　t6

床枠カバー
SUS304-CP　t6

板ゴム t2
床枠見切り

SUS304 t6-HL

溶接アンカーφ10
＠300　

エキセン受金物
SUS304

ライナー調整　

設置レベル
NGL+100
　　▽

NGL±0
　　▽

レールSUS304
天のみHL

床
ピ
ッ
ト
=
1
30 249

267

440

床枠 SUS304 t6+錆止め塗装
(仕上げ塗装：DP塗り）

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/30

B-021

防水扉詳細図 2(参考図)

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/100展開図

B-022Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

4500

7
3
00

A

2
15
0

4800

4000 4000 4500

2
0
00
4
2
0

91
0

1
3
00

1
5
00

1
20
0
40

1
30

3
50

1
00
0

1
3
00

46
5
0

24
5
0

20
0

21
5
0

2
65
0

27
0

NGL

1
1
0

71
9
0

1 2 3 4 5

7850

AC B

4150

1
20
0

1
0
50

11
2
0

2
00
0

12
9
5

12000

A C

35
4
0

4500400040004500

12345

1
05
0
1
20
0

35
0

10
0
0

1
30
0

NGL

26
5
0
1
30

1
30
0
1
50
0

7
30
0

2
0
0

4
6
50

B D

C

7825

AB

4175

B

4 5

4500

A

2階 倉庫

2階 保管庫

1階 車庫・倉庫 2階 保管庫 1階 車庫・倉庫 1階 車庫・倉庫

1階 車庫・倉庫 1階 車庫・倉庫 2階 倉庫

C

C

B

3134.5

3100 34.5

4

2
00
0
1
5
0

C

4800

C

D

あ

い

う

え

お

記号 仕上
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徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/1001・2階天井伏図

B-023Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事
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ガラスの内側から紫外線カットフィルム張り

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/100建具配置図、建具表

B-024Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

スラット　t=0.8

1
50
0

1800

10
00 2
0
00

850 4000

1階車庫・倉庫
AW2  （2）

アルミ（シルバー）

他一式

網入り磨き板ガラス6.8mm

（70）

引違い窓

戸車、クレセント

アルミ（シルバー）

AW2  網入り磨き板ガラス6.8mm

2階倉庫

戸車、クレセント

AW2’のみアルミ額縁 W165

（2）

アルミ（シルバー）

他一式

（1）

アルミ（シルバー）

他一式

（70）

片開き框戸

（1）

他一式

軽量電動シャッター

2階保管庫 （1）

他一式

（100）

片開きフラッシュ戸(スチール製3方枠)

AW2’（1）

全てのガラスにはUVカットフィルムを内側から貼り付ける

AW2’複層(フロート5.0mm+空気層6mm+網入り磨き6.8mm)

他一式

戸車、クレセント

網入り磨き板ガラス6.8mm

1階車庫・倉庫（6）

（70） （70）

引違い窓 引違い窓

1～2階階段

網入り磨き板ガラス6.8mm

丁番、押棒、ドアクローザー、シリンダー錠

SUS下枠
1
2
00

1800 1800

アルミパネル3mm

鉄骨用サッシ 鉄骨用サッシ 鉄骨用サッシ 鉄骨用サッシ

3方枠  溶融亜鉛メッキ鋼板t=1.6 SOP
扉  ポリエステル合板両面フラッシュ  (36)

2階保管庫 1階車庫・倉庫

レール(SUS製)、まぐさ(SUS製),座板(SUS製),角型ケース

リモコンスイッチ,外壁部溶融亜鉛メッキ鋼3方枠

スラットの材質は塗装溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板及び鋼帯

又は塗装溶融亜鉛-5％ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金ﾒｯｷ鋼板及び鋼帯とする

ピボットヒンジ、ドアクローザー、レバーハンドル

シリンダー錠

3
5
40 2
0
00

900

床部SUS L-30*30*3



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/40走行クレーン詳細図(参考図)

B-025Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

上部障害物下端

FL(中央)

押釦スイッチ（無線）

微上微下、上下、東西、南北、高速、電源入切、警

電気ホイスト

NHEY2.8MRVZ3

2-走行モータ 

MD04TG
サドル

TP18U-15

4-φ180車輪（ウレタン

最大車輪圧=約1.8t/1輪

最小車輪圧=約0.5t/1輪

4-バッファー

φ80

横行給電NHダクト

方向表示板
北

東西

南

電源BOX

(NH別途工事)

立上り配線

(NH別途工事)

走行ストッパー

(NH別途工事)

走行給電

NHダクト

106.5 スパン 10780 106.5

168.5 全長 10993 168.5

275 720 275640

7
3
2

20
0

14
0

WB
1
22
0

1
40

6
10
0

79
7

7
97

14
0

揚
程
 
54
2
0

75
0

5
12

61
7
0

4
91

5
0
3

4

4 40

出力(kW)×台数 極数

電動機速度

揚程

走行レール

横行

走行

スパン

巻上

(m/s)
ブレーキ

t

t

m

m

仕様

2.818

10.780

5.570

0.120

0.400

0.400

7.2

24

24

4 × 1

0.28 × 1

0.4 × 2 4

25

25

電磁ブレーキ

電磁ブレーキ

電磁ブレーキ

H-294×200×8×12

吊上荷重

操作方式

塗装色

電源

巻上用ワイヤロープ

備考

1.

2.

3.

4.

6×Fi(29) B種 φ12×2

無線押釦操作

三相交流 200V 60Hz

T15-60V (5YR6/12 オレンジ)

巻上・横行・走行はインバータ 制御方

定格

(m/min) (%ED)

定格荷重 2.800

ホイスト

サドル

合  計

1081 kg

300 kg

167 kg

1548 kg

自　　重

クレーン

走行距離  17  m

1
5
0



+45

+545 +235

-5

+105

+115

+310

+160

+160

+85

+195

+140

+95

+110

40

+140

+330

+370

-90

+360

+145

-130

+45

+310

+500

+45

+545 +235

-5

+105

+115

+310

+160

+160

+85

+195

+140

+95

+110

40

+140

+370

-90

+145

-130

+45

+365

+155

+155

+55

+370

+190

+190
+190

+190

+190

+190

+190+190

-55

資材備蓄倉庫
(既設建物)

通路

防災備蓄倉庫
(新設建物)

メッシュフェンス

NGL=KBM+400とするNGL=KBM+400とする

外構平面図

A

B

D

E

名称

アスファルト舗装

記号

縁石（地先境界ブロック）

RC製雨水ため枡  350×350

排水管VP100

B

コンクリート舗装（厚200）

コンクリート舗装（厚70）

B

目地板t=10

新設外構施設

1～7

資材備蓄倉庫
(既設建物)

通路

U字溝150

メッシュフェンス

2
84
0

外構現況図・撤去図

目地板t=10

A

A

DDDD D

側溝

E

FF

FF F

F F

F
FFF

F
B

D

D

アスファルト舗装カッター切り

アスファルト舗装とりこわし

アスファルト舗装とりこわし

C

C 2
+65(管底)
既設枡

-67(管底)
既設枡

C 1

C 3

4C

5C

6C

7C

1

2

1

1

F

-35 溝底U字溝底

排水管VP30G

G

G

G

G
目地板t=10 目地板t=10

目地板t=10目地板t=10

B 2
B 2

B 2

B 2B 2

B 2
B 2

B 2

1
0
00

コンクリート舗装B1及びB2は、取合う建物とは、
目地板t=10にて縁を切ること。

10
0
0

2725

24
90

6750

1900 1850 1950 18501250

19
40

3
3
50

目地板t=10

目地板t=10 目地板t=10

目地板t=10

目地板t=10
目地板t=10

アスファルト舗装とりこわし

A

A

電気工事用

目地板t=10

目地板t=10

目地板t=10

カッター切り

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/200外構現況図・撤去図、外構平面図

B-026Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

N



地盤面

良質土

d

d

山砂の類で念入に埋戻す

山砂の類又は再生クラッシャーラン

≒200 ≒200

≒
1
00
≒
10
0

排水埋設要領図

アスファルト舗装詳細図 1/20

アスファルトコンクリート 厚50（PK-3供）

再生クラッシャーラン 厚150

コンクリート舗装詳細図 1/20  1/100

土間コンクリート 厚200 刷毛引き仕上げ

再生クラッシャーラン 厚100

捨てコンクリート 厚50

目地板t=10

コンクリート厚70 こて押え

再生クラッシャーラン厚100

溶接金網
D6 100×100

A B 1 コンクリート舗装詳細図 1/20B 2

A

RC製雨水ため枡詳細図 1/20C 1～7

100 350 100

4
4程
度

×350

グレーチング(受枠共)ボルト固定

コンクリート 厚100
捨コンクリート 厚60

コンクリートこて押え

再生クラッシャーラン 厚100

D10-200@

1
0
0
1
0
0
1
50

6
0

50

7
0

1
0
0

1
50
50

2
00
5
0
1
0
0

管底

C 縁石(地先境界ブロック)詳細図 1/20

▽通路レベル

150
150×120×600

モルタル 

地先境界ブロック B

50
捨てコンクリート厚50
再生クラッシャーラン厚100

12
0

5
0

1
0
0

2
8
0

▽舗装レベル

150

50

12
0

5
0

1
0
0

2
8
0

既設アスファルト舗装

北側 西側

A

d：管外径

50

250 150

550

150

1
50

50
1
00

コンクリートこて押え

D10-200@

グレーチングT-20（受枠共）ボルト固定
コンクリート 厚150
捨コンクリート 厚60
再生クラッシャーラン 厚100

50
程
度

A

A
既設アスファルト舗装

既設アスファルト舗装

側溝詳細図 1/20E

13
0
～
1
65

C1～C6はT6、C7はT14

H

D10

(10m以内に設ける)

カッター切り
(位置は外構平面図参照)

目地板t=10

(位置は外構平面図参照)

南側は面木15*15*20を入れること

300300

記号 名称 寸法 上部蓋 周囲地盤高 設計管底

C 1

C 2

C 3

C 4

C 5

C 6

C 7

RC製雨水ため枡

”

”

350×350

” ”

グレーチング蓋 +310 -50

”

” ”

” ”

” ”

” ”

”

”

”

”

”

管底については、参考値とする。
レベルはBMからとしている。

施工に際しては施工図作成のうえ、据付位置を決定し、据付面のレベル測定により、修正を行うこと。

+370 +100+370 +100

+370 +100

+360 +50

+310

-15+310

+35

+195 -25

雨水系統(ため枡)リスト

3
4
5

横断図  1/100

≒6750

19.4
1

鉄筋は雑配筋図による

H

360

270

270

310

275

325

220

外構詳細図 1/20  1/100

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

川端壮一郎
図面名

B-027

第126265号

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



FG
2

1
20
00

A

C

17000

4500400040004500

基礎伏図  1/100

1 2 3 4 5

B

4
1
75

4
17
5

3
6
50

4
2
25

4
4
50

3
3
25

FG6 FG6 FG6 FG6

FG6

FS1

FG6 FG6 FG6 FG6

FG
1

FG
3

F
G5 F
G1

P1

P1

P1

1C2A 1C2 1C2

1C2A 1C2 1C2

1C1 1C1

1C1 1C1

1C31C3

F
G
4

F
G
1

FS1 FS1

FS1

FS1

記号 スラブ厚

上端筋

下端筋

位置 主筋 配力筋

300 モチアミ

備考

スラブリスト

D13 D10交互-150＠
FS1

D13-150＠

主筋

配力筋

FG1

寸法(B×D） 350×600

D10-200＠

記号

下端筋

スターラップ

備考

中間筋

上端筋 3-D19

FG2

NGL 70

地中梁リスト 1/30

3-D19

550×800

D13-200＠

5-D19

4-D19

D13-200＠

7-D19

4-D19

両端 中央

D13 D10交互-300＠

D13 D10交互-300＠

2-D10

FG3

450×800

D10-150＠

4-D19

3-D19

D10-150＠

5-D19

3-D19

両端 中央

FG4

400×600

D10-150＠

3-D19

3-D19

2-D10

中央外端 内端

D10-150＠

3-D19

3-D19

2-D10

D10-150＠

3-D19

6-D19

2-D10

FG5

400×600

D10-150＠

4-D19

3-D19

2-D10

中央外端 内端

D10-150＠

4-D19

3-D19

2-D10

D10-150＠

3-D19

6-D19

2-D10

FG6

350×600

D10-200＠

3-D19

3-D19

2-D10

かぶり厚82とする(配力筋施工)

2-D10 2-D10

D13-200＠

D10-200＠

1-D13

1-D13

腰壁強配筋図 1/30

1 1

防水扉ピット部配筋図 1/30 1通横持出しスラブ配筋図 1/30

50150 2010

9
5

11
5
0

150 440 170

1
30

2
0
0

目地板厚10
目地板厚10

20
0

D13-200＠

土間スラブ主筋を延ばす

2-D13
D10-200＠

D10-200＠

2-D13

1-D13
1-D13

D10-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D13-200＠

13
0

20

1
1
00

1200
(240×5)

屋外階段配筋図 1/30

15
0

2
0

2-D13

1-D13

D13-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-200＠

D10-200＠

(1
9
1.
66
7
×
6)

20

1
1
50

NGL

NGL

D10-200＠

FG1

3
7
5

200

2-D13

D10-200＠

P1部基礎配筋図 1/30

200150

1、5通

760

2
00

2-D10

D13-200@

受け筋
1-D16

FS1
受け筋1-D16

3-D10

D13-200@

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/100  1/30基礎伏図、基礎・雑配筋図

S-001Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



27
0

70

打継ぎ

根巻きコンクリート

打継ぎ要領図、段差補強配筋図

1-D13

2-D10

FS1

70
2
3
0

D10+200＠

D13-200@

増打部は土間スラブといっしょに打設する

柱と土間スラブ取合い図

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/30基礎柱リスト、柱脚詳細図

S-002Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

NGL

ジャストベース　J250-12ジャストベース　J250-09

Φ60 Φ60

ジャストベース　J250-16

Φ60
4-R80又は4-C80

6
70

670

430

90

3
20

4
30

55
5
5

250 90

6
7
0

95

440

620

5
5

55
3
30

4
40

25095

6
3
0

250

480

630

7
5

7
5

55

4
80

2
20
5
5

115 115

5
0
2
0
0

1
7
5

46
0

1
8
0

46
0

1
7
5

46
0

630

3
0

４-Ｄ３５（ＳＤ390）Ｌ=720

４３０×４３０×３６(SM490A)

アンカーボルト

ベースプレート

４-Ｄ３５（ＳＤ490）Ｌ=725

４４０×４４０×４０(SM490A)

アンカーボルト

ベースプレート ４８０×４８０×３６(SM490A)

８-Ｄ３５（ＳＤ390）Ｌ=720

ベースプレート

アンカーボルト

1C2A 1C1 1C3

(670) (675)

( )内は5通 ( )内は5通

捨てコン 捨てコン 捨てコン

80
5
3
0

記号

寸法(B×D） 620×670

D13-150＠

1C2(2,3通)

8-D16主筋

フープ

備考

柱脚 ジャストベース J250-9

基礎柱リスト

310 310

2,3通

A通

C通

52
0

1
50

1
5
0

52
0

670×670

D13-150＠

1C2A(1通)

8-D16

ジャストベース J250-9

520

1通

A通

C通

52
0

1
50

1
5
0

52
0

150

620×670

D13-150＠

1C1(4通)

8-D16

ジャストベース J250-12

310 310

4通

A通

C通

52
0

1
50

1
5
0

52
0

670×670

D13-150＠

1C1(5通)

8-D16

ジャストベース J250-12

520

5通

A通

C通

52
0

1
50

1
5
0

52
0

150

630×630

D13-100＠

1C3(4通)

12-D19

ジャストベース J250-16

315 315

4通

B通

3
15

3
1
5

630×630

D13-150＠

1C3(4通)

12-D19

ジャストベース J250-16

315 315

4通

B通

3
15

3
1
5

675×630

D13-150＠

1C3(5通)

12-D19

ジャストベース J250-16

525 150

5通

B通

3
15

3
1
5

70

5
0
2
0
0

80
5
3
0
70

5
0
2
0
0

80
5
3
0
70

ジャストベース　J250-09

Φ60

6
70

620

430

90

3
20

4
30

55
5
5

250 90

5
0

2
0
0

1
7
5

46
0

3
0

４-Ｄ３５（ＳＤ390）Ｌ=720

４３０×４３０×３６(SM490A)

アンカーボルト

ベースプレート

1C2

捨てコン

8
0

7
30

70

NGL

53
0
7
0

8
0
(7
3
0)

7
0

23
0

3
0
0
(
5
00
)



徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

1/100

S-003Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

1・2階柱伏図、鉄骨部材リスト

1
20
00

4
2
25

4
4
50

3
3
25

1
20
00

A A

C

17000

4500400040004500

1階柱伏図

1 2 3 4 5

17000

4500400040004500

2階柱伏図

1 2 3 4 5

1434.53065.5

C
2C1 2C1

2C1 2C1

P1

P1

P1

5 A

P1

P1

P1

78
2
5

4
1
75

B

3
6
50

4
17
5

P2

4
2
25

4
4
50

3
3
25

C
A

47
6
5.
5

2CA 2CA

85

85

8
5

85

85

85

8
5

85

70

85

85

8
5

85

70

85

85

8
5

85

70
85

78
2
5

4
1
75

B

3
6
50

4
17
5

70

70

70

70

1C2A 1C2 1C2

1C2A 1C2 1C2

1C1 1C1

1C1 1C1

1C31C3

1C2A 1C2 1C2

1C2A 1C2 1C2

G35

1C1 柱

大梁

□-250×250×12

H-294×200×8×12

BCR295

SS400

鉄骨部材リスト

1C2  1C2A 柱 □-250×250×9 BCR295

1C3 柱 □-250×250×16 BCR295

ジャストベースJ250-12

ジャストベースJ250-9

G29 大梁 SS400

大梁 SS400

SS400CG2 持出し梁 H-294×200×8×12

SS400

CG H-294×200×8×12
クレーンサドル

受け梁

2C1 柱

□-150×150×6 STKR400

H-300×150×6.5×9

B30 小梁 SS400H-300×150×6.5×9

小梁

小梁

SS400B25 H-250×125×6×9

SS400H-200×100×5.5×8B20

G19 H-194×150×6×9

SS400

WB

※ 窓廻りタテはC-100×50×20×2.3とする。

ヨコ胴縁は2連続スパンを原則とする。

小屋面ブレース

P1 間柱

2階床面 合成スラブデッキプレート　t=1.2、H=50　めっきZ-12
タテヨコ供　D10-200＠デッキプレート

折屋受け材 C-100×50×20×3.2

SS400

P2 間柱 SS400
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ジャストベース標準図

徳島県県土整備部営繕課

工事名 図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

川端壮一郎
図面名

S-011

第126265号

（財）日本建築センタ ーＢＣＪ評定－ＳＴ０１５３－０５（平成２３年８月１９日付)

ジャストベース（ＪＥI型 ）柱脚工法設計施工標準
適

用

条

件

●柱材：角形鋼管(Ｆ値 235N/mm2) - STKR400,BCP235,SHC400B・C

295N/mm2) - BCR295                (Ｆ値

325N/mm2) - STKR490,BCP325,SHC490B・C                (Ｆ値

●基礎コンクリート　普通コンクリート(21・24N/mm2) 以上

工

施

計

設 ●柱脚の選定：別冊「ジャストベースカタ ログ」により設計者が選定する

●柱脚の溶接：別冊「工事製作管理要領書」により鉄骨工場にて溶接施工を行う。

●現場施工：別冊「ジャストベース施工ガイド」によりジャストベース認定施工業者が行う。

資料番号：ＪＢ（ＪＥＩ）－０１－０５

１．柱脚構成部材及び基礎廻り標準図 ２．アンカーボルト・ロックナット・定着ナット・座金・ジャストリング ３．ベースプレート ４．溶接施工

１．１ 構成部材

ジ

ャ

ス

ト

ベ

ス

柱

脚

工

法

標

準

仕

様

一

覧

表

適用

（○印）

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ
記　　号 サイズ

175×175

250×250

400×400

300×300

F=235N/mm2 F=295N/mm2 F=325N/mm2

適用角形鋼管　（該当するＦ値　○印）

備　　考
柱脚回転剛性

kN･m/rad

11,000

柱脚構成部材 ＲＣ基礎柱型 

アンカーボルト ベースプレート 座　　金 寸法（ｍｍ） 主　　筋 帯　　筋
n-φ×L h t×A×A t×W1 C×D H

4-D29×660 165 28×300×300 22×74 460×460 550 8-D10 D10 @ 150

２．１ アンカーボルト（材質：ＳＤ３９０・ＳＤ４９０）

１

２

３

４

５

６

８

７

角形鋼管

１ ベースプレート

アンカーボルト２

ロックナット及び緩み止めクサビ３

ジャストリング４

座金５

定着ナット及び緩み止めクサビ６

無収縮モルタ ７

フレーム部材（テンプレート含む）８

１．２ 基礎廻りの標準図

角形鋼管

ベースプレート（材質：ＳＭ４９０Ａ）３．１ 溶　　接４．１

５．現場施工 特記以外は元請建設会社の施工とする。

●角型 鋼管のベースプレートのへの溶接は突合せ溶接とする

開先条件はＪＡＳＳ６に準じ下表による。

●超音波探傷試験とし、合否の判定は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の

４．２ 溶接部の検査

超音波探傷基準・同解説」による。

●基礎柱型 下部の捨てコンクリートは厚さ８０ｍｍ以上とし、上面をコテ

５．１ 捨てコンクリート地業（元請施工）

平滑に仕上げる。上面レベルのチェックを行う。

調整する。レベル調整用ボルトで

１

フレーム及びアンカーボルトの設置（※１）５．２

フレームベース設置：柱中心線地墨に対し、平面位置を

フレームベースを水平にする。

２アンカーボルト設置：フレームポスト上部の部材にアン

３

カー調整ボルトにて固定し垂直を

確認する。

テンプレート設置　：テンプレートをアンカーボルトに

４

上部からボルトにて固定し、テン

プレート中心線を、柱中心地墨に

インアンカーで固定する。

調整後、フレームベースをホール

基礎柱型 配筋及びコンクリート打設（元請施工５．３

鉄骨柱の建入れ（元請施工）５．４

ジャストリング設置及びロックナット本締め（元請施工）５．５

●ジャストリングを全数設置し、レンチ等でロックナットを本締めする。

無収縮モルタ ル注５．７

無収縮モルタ ル用型枠施工（元請施工１

基礎コンクリート清掃・水洗いの後、２

から注入する。（※１）

　トルク値は３００Ｎ・ｍとする。

●鋼製クサビをロックナットとアンカーボルトの隙間に全数セットし、打ち込む。

緩み止めクサビの設置（元請施工）５．６

※１；現場施工及び施工管理は、ジャストベース施工技術委員会が

許
容

差
誤
－５≦ｅ１≦５

－５≦ｅ２≦５

孔径φ（２Ｃ面取）

アンカーボルト８本タ イ

ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ

記　　号
タ イ ｔ Ａ ａ ｂ dｃ

J150-09

J175-09

J200-09

J200-12

J250-09

J250-12

J250-16

J300-09

J300-12

J300-16

J300-19

４本

４本

８本

８本

８本

28

28

32

32

36

40

45

50

36

36

300

325

350

380

430

440

480

530

540

540

45

45

45

55

55

55

55

55

55

55

210

235

270

260

320

75

75

75

75

ジャストリング（材質：Ｓ２５Ｃ）２．５

落下防止リブ

呼び名
外リング 内リング

Ｄ ｄ ｄＤ
Ｈ

49.0 41.3 40.6 32.9 28

テンプレート用ボルト孔

呼    径 Ｄ Ｌ ｄ１ ｌ１

D29(SD490)

D35(SD390)

32.4 660 M8 20

20M872038.7

ロックナット（材質：Ｓ４５Ｃ 熱処理Ｈ）２．２

呼　径

Ｄ２９

Ｂ Ｃ Ｌ
43 49.7 56

定着ナット（材質：Ｓ４５Ｃ又はＦＣＤ４５０－１０）２．３

座金（材質：ＳＳ４００）２．４

角形鋼管

基礎柱

シュート形状

無収縮モルタ ル

シュート

柱型 主

柱型 帯

基礎柱型 上▽

（注）基礎柱型 の施工

JASS5による。

柱中心

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ中心

ﾌﾚｰﾑﾎﾟｽﾄ

ﾌﾚｰﾑﾍﾞｰｽ

▽所定ﾚﾍﾞﾙ

３

４

５

１

８

６

２

７

角形鋼管

42.7 785 M8 20

6461.253Ｄ３５

Ｄ３８ 57 65.8 64

アンカーボルト４本タ イ

孔径φ（２Ｃ面取）

４本

４本

４本

４本

８本

８本

60

60

60

60

60

60

60

50

50

50

φ

220

270

280

280

D29

D35 59.0 49.6 48.8 39.2 32,45

64.0D38 53.354.0 43.2 45

（下記の寸法・配筋以上とする）

150×150

200×200

350×350

６・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２

６・８・９・（１２）

46.2 870,970 M8 20

6473.9Ｄ４１ 64

38.7 725 M8 20D35(SD490)

D38(SD490)

D41(SD490)

88

82

74

62

A1呼　径

Ｄ３８

Ｄ３５

Ｄ２９

Ｄ４１

R

61.2

73.9

65.8

49.7

A2

10

10

10

10

B

72

64

64

56

H

41.2

38.1

35.0

48.2

41.2

44.9

28.9

d
34.3

c

5

8

7

5

R

50

44

47

37

94

100

呼　径 W1
74

88

25

28

45

48

tP1
22

22

φD
34

41

4-R又は4-C

アンカーボルト１２本タ イ

孔径φ（２Ｃ面取）

R又はC

J350-22

J350-19

J350-16

J350-12

600

630

630８本

８本

55

55

８本 45

60

65

60

85

85

340

330

85 310

65

70

65

J400-22

J400-19

J400-16

690

70012本

８本

60

60

60

65

690８本 55 60

85

85

410

390

65

70

85 400 65

J400-12 63045 55

J450-22

J450-19

J450-16 700

750

72055

60

50

65

65

60

85

85

420

450

85 410

70

70

65

J500-22 84065 65 85 540 70

J500-19 79060 65 85 490 70

J550-22

J550-19 880

95070

65 65

65 95

95

630

560

70

70

▽基礎梁型 上

(基礎柱上端から200mm下がりまで)

330

８本

８本

80

32 490 45 65 270 50 50

80

80

80

40 580 55 6032075 80

80

80

80

75 370 60 80

80

80

80

80

80

80

80

12本

12本

12本

12本

12本

12本

12本

80

80

80

D41 69.0 57.558.2 46.7 55

J550-22

J550-19

J500-19

J500-22

J450-22

J450-16

J450-19

J400-19

J400-22

J400-12

J400-16

J350-19

J350-22

J350-12

J350-16

J300-19

J300-16

J300-12

J300-09

J250-16

J250-12

J250-09

J200-12

J150-09

J175-09

J200-09

450×450

500×500

550×550

※（）内は、ＳＴＫＲでは不可

６・９

６・８・９・１２

６・８・９

６・８・９・１２ ６・８・９

６・８・９ ６・８・９

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・（１４）・（１６）

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・１６

６・８・９・１２・１４・１６・１９

６・８・９

６・８・９・１２

６・８・９・１２・１４・（１６）

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・１９・（２２）

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９

９・１２

９・１２・１４・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９

９・１２

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・１４・１６

９・１２・１４・１６・（１９）

９・１２・１４・１６・１９・２２・（２５）

９・１２・１４・１６・１９・２２・２５

９・１２・１４・１６・１９

９・１２・１４・１６・１９・２２

９・１２・（１４）・（１６）

９・１２・１４・１６・（１９）

4-D29×660

4-D29×660

4-D35×720

4-D35×720

4-D35×725

8-D29×660

8-D35×720

8-D35×720

8-D35×725

8-D35×720

8-D35×720

8-D38×785

8-D38×785

8-D41×870

8-D35×725

8-D38×785

8-D41×870

12-D38×785

12-D38×785

12-D41×870

12-D41×870

12-D41×870

12-D41×970

12-D41×970

12-D41×970

165

165

175

175

180

175

165

175

185

190

185

200

200

205

190

200

205

200

200

205

205

205

215

215

215

28×325×325

32×350×350

32×380×380

36×430×430

40×440×440

36×480×480

32×490×490

36×530×530

45×540×540

50×540×540

40×580×580

45×600×600

55×630×630

45×630×630

55×690×690

60×690×690

55×630×630

60×700×700

55×720×720

50×700×700

60×750×750

60×790×790

65×840×840

65×880×880

70×950×950

22×74

22×74

22×88

22×88

22×88

22×88

22×74

22×88

22×88

22×88

22×88

25×94

25×94

28×100

22×88

25×94

28×100

25×94

25×94

28×100

28×100

28×100

28×100

28×100

28×100

480×480 550

520×520 600

540×540 600

620×620 600

620×620 600

630×630 600

680×680 600

700×700 600

730×730 600

730×730 600

800×800 700

800×800 750

800×800 750

800×800 800

850×850 800

870×870 800

900×900 800

900×900 800

940×940 800

940×940 800

980×980 800

1,020×1,020 800

1,050×1,050 850

1,100×1,100 850

1,150×1,150 850

（注１）
SD295A(D10～D16)

SD345(D19～D25)

（注１）（注１） （N/mm ）

設計基準強度
2

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

24

24

D10 @ 1508-D13

8-D13 D10 @ 150

8-D16 D10 @ 150

8-D16 D13 @ 150

8-D16

12-D19

D13 @ 150

D13 @ 150

8-D16 D13 @ 150

8-D19 D13 @ 150

8-D22 D13 @ 150

12-D22 D13 @ 150

12-D22
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

12-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

12-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

20-D22
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

12-D22
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

12-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

12-D22
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

16-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

16-D22
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

16-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

20-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

20-D25
D13 @ 100 又は
D16 @ 150

24-D25 D16 @ 100

24-D25 D16 @ 100

24-D25 D16 @ 100

14,700

19,800

27,800

43,800

47,700

61,600

64,700

89,600

96,500

102,000

125,000

149,000

165,000

170,000

177,000

218,000

232,000

258,000

296,000

319,000

339,000

422,000

427,000

537,000

557,000

※設計基準強度が21N/mm2 と

　24N/mm2 の仕様があります。

（

Ｊ
Ｅ

Ｉ

型 

（

無収縮モルタ ルをシュートにより一方

<４本アンカーボルトタイプ <８本アンカーボルトタイプ

注：１２本アンカーボルトタ イプ図は省

定着ナット緩み止め措置　：定着ナットをアンカーボルト下部

位置に取り付け、アンカーボルト

と定着ナットの隙間に鋼製クサビ

を打ち込む。

4-R又は4-C

認定した有資格者が行う。

●鉄筋　：　異形鉄筋　SD295A(D10～D16)

SD345(D19～D25)

D29

D35

D38

D41

６・８・９・１２

６・８・９・１２

材質

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD490

SD390

SD390

SD390

SD390

SD390

SD390

（角形鋼管仕様）

突合せ溶接の開先標準■溶接方法（突合せ溶接）

（

（

形

管
鋼

角

TEL  0823-70-0721   FAX  0823-70-0722

TEL  06-6303-3366   FAX  06-6303-3100大　　阪

広　　島

ｯＤ

a c d c a

A

c

A

c
a

d
a

d

D H

d
1D

Ｌ

ｌ1

B L

C

基礎柱型 Ｃ×

150

8
0以
上

H

埋
込
長
さ
ｌ
30

h余
長

e1

e
2

A

A

a b a

b
a

a

ア
ン
カ
ー
長
Ｌ

A
1

A
1

A
2

A
2

c B

H

d d
c

t

W1

P
1

d
c

A

A

dca

c
a

c a

a

α1（度）Ｒ（ｍｍ）Ｇ（ｍｍ）板厚（ｍｍ）

標準値

2

2

α
１

ド
接

ア

ク

溶

シ

ル

ガ
ス

ク

溶

接

ア

６以上

６以上

Ｒ

ベースプレート

Ｇ 9

7

6

∞＋
-2

標準値

7 -2

∞＋

許容差 許容差

∞

∞
-2.5

-2.5

35

+1

-2

35 ＋
45

-2

+1

許容差

45

＋

標準値

Ｈ

Ｖ

Ｆ

Ｈ

Ｖ

Ｆ

種　類
柱部材の適用

図
ルート間隔 ルート面 開先角度

溶接姿勢

被
覆

，

，

，

，

，

，

コトブキ技研工業株式会社

1C2、1C2A

1C1

1C3

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事



徳島県県土整備部営繕課

図面番号

縮尺

株式
会社 川建設計

1級建築士登録

第126265号

川端壮一郎
図面名

合成スラブデッキプレート標準図

S-012

工事名

Ｒ１営繕　吉野川北岸工業用水道  松・長岸  防災備蓄倉庫新築工事

ＱＬデッキ　

ＱＬセルラー

□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

□1.2
□1.6

□ＧＫＸ-５０
□ＧＫＸ-７５

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、
(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

材料／デッキプレート

材料／コンクリート

接　　　合

【連続支持合成スラブ】

【単純支持合成スラブ】

耐　　　火

特　　　記

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

アクセサリー

施工順序 敷　込　み Ｑ Ｌ デ ッ キ と 梁 と の 接 合

支持梁:鉄骨梁

支持梁:鉄筋コンクリート･鉄骨鉄筋コンクリート梁

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

開口部補強案

検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

材料／溶接金網・異形鉄筋

FP060FL-9095

FP120FL-9107

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工

□ｴﾝｸﾛ有り

□無し

□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

□亜鉛めっき    　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

□無し(                                     )

亜鉛めっき Ｚ２７限定

 種  　　　     類

 設 計 基 準 強 度

 厚さ(QLデッキ山上)

 □ 溶 接 金 網

 □ 異 形 鉄 筋

□そ　　の　　他

連　続　支　持

単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００

　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

□頭付きスタッド                            □φ１３　　□φ１６　　□φ１９　　□φ２２

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 

 その他：

ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５

墨　出　し

敷込み仮止め溶接

QLデッキと梁との接合

溶接金網敷込み

コンクリート打設

検　　査

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

３）ｗ＞600mmの場合

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

鉄筋コンクリート梁･鉄骨鉄筋コンクリート梁鉄骨梁

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

Ｂ部 Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部

ａ部 ａ部

ｂ部 ｃ部

ｄ部 ｃ部

ｅ部 ｅ部

2

2

□

2

□焼抜き栓溶接       下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲           別途打込み鋲の仕様による

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

２ ２

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1※1

※1

※2

※2

※2

※2

※2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

壁

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

梁耐火被覆用面戸

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁耐火被覆

コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

溶接金網

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

ｍｍ200  　以下

50    以上ｍｍ ＱＬデッキ

すみ肉溶接

又はドリルねじ 梁耐火被覆

φ４－１３　＠６００以下

この部分の小口は塞がない！

ＱＬデッキ

クローサー

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

現場切断（QLデッキ）

クローサー
梁耐火被覆

すみ肉溶接又はドリルねじ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

又は打込み鋲

柱

QLデッキ受材FB65×6等

(APWの場合 FB65×9等) 柱廻りQLデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲

φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ受材 クローサー

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ｍｍ以上

耐火補強筋Ｄ１３

単純支持

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３

１５０

(単純支持)

ＱＬデッキ
１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

連続支持

合成スラブ 合成スラブ

耐火補強筋Ｄ１３

コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

４
０

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ

端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ

(連続支持)

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：４５Ｄ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。

ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部

１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周
部
大
梁

Ａ

小
梁

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ

柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

 外周梁 QLデッキスパン方向１  外周梁 QLデッキスパン方向２  外周梁 QLデッキ幅方向  QLデッキを突き合わせた場合

 QLデッキを離した場合  QLデッキを連続にした場合  QLデッキを離した場合  梁との間に隙間がある場合

 梁継手部 QLデッキスパン方向  梁継手部 QLデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎ

 建物外回り QLデッキスパン方向  左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

 建物外回り QLデッキ幅方向

溶接金網または異形鉄筋

梁に定着

普通コンクリート

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 内部大梁、小梁 QLデッキスパン方向

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０
ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

 建物内部大梁 QLデッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリルねじ

φ４－１３　＠６００以下

 ブラケット支持

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

アークスポット溶接 又は

打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋
QLデッキ受け材

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋

Ｌ

耐力補強筋

Ｌ

40
d

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 鉄骨梁

普通コンクリート

溶接金網又は異形鉄筋

（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

ａａ

１０ｍｍ以上
梁幅 ＱＬデッキ

QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし
コンクリート止め 木材等

柱型枠

フラッシング

  A)開口間隔≧３×開口径

１）開口がφ１５０程度の場合
B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

C)開口が連続している場合

連続する開口の開口群(仮想開口)と

見なし、その開口部の大きさにより、

2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

開口補強筋Ｄ１０

耐力補強筋 ２）に準ず
ｗ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

ａd又はａtの大きい方

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で

　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された

　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強

コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

QLデッキを切断 開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口

部

Ｍ

ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

支  持  梁  ：鉄骨梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート梁又は鉄骨鉄筋コンクリート梁、小梁：鉄骨梁

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐 火 時 間     コンクリート種類     品　   名　  支持スパン  コンクリート厚さ                           許容積載荷重
溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５, ４００N/m 以下

５, ４００N/m 以下

４, ４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又は頭付きスタッド

鉄骨梁

５０

支  持  梁  ：鉄骨梁 　　　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）
耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

支　持　梁  ：鉄筋コンクリート梁又は鉄骨鉄筋コンクリート梁の場合 　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート
耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ

３
０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ

ＱＬデッキ高さ

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ
５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。

注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５, ４００ｘ（　　　）　かつ９, ８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５, ４００ｘ（　　　）　かつ９, ８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

　ＪＩＳ Ｂ １１９８

ｍｍ

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

大梁上 大梁上

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
１.５Ｑa

DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw ＝（　　　　）mm

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

１.２　  　　　４, ９００

１.６　７, ３５０(SPW)、６, ８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

1
3.
5

ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

スペーサー
（ワイヤーメッシュの
　高さ確保用。）

４
０

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

１８５

２
８

１）頭付きスタッド

２）打込み鋲

３）焼抜き栓溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

４     整　　形

アーク手溶接

（１）溶接機

（２）溶接棒

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

１）頭付きスタッド
　　仕様及び打設位置は別途設計図による。

　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

　　別途打込み鋲の施工要領による。

２）打込み鋲

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上エンジン溶接機２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。

径１０

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、

QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
１    アーク発生

２  QLデッキ焼抜き

工　　程                 手　　順　・　要　　領

（３）標準溶接条件

梁フランジ板厚　　　　　　溶 接 電 流

６mm以上   １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) ３  押し込み・溶着
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の

　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

１.２

１.６

９以上       ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×２度打ち

６～９未満     ３００～３２０   ３４～３６   ３.５～４.５×１度打ち

９以上       ３００～３２０   ３４～３６   ４.０～４.５×２度打ち

QLデッキ板厚  梁フランジ板厚       電流           電圧            アークタイム
（ｍｍ）       （ｍｍ）         （Ａ）         （Ｖ）              （秒）

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

　２.ＣＯ２ガス流量：２０

６～９未満　　 ３００～３２０   ３３～３５   ３.０～４.０×１度打ち

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

ＣＯ２アークスポット溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記の方法で電流値をチェックする。

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。

　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

(1)QLデッキ相互の嵌合状況　(2)溶接金網の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。

    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。

    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。

    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

       ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

       高性能ＡＥ減水剤

       単位水量　175リットル/ｍ 以下

    1)水セメント比を小さくする。

      (コンクリート厚さをQLデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。

    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを

      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

ひび割れ

柱

400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

柱

10
0m
m

ひび割れ

3

2

2

2

2

注2)

注2)

注2)
2

（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ

（３）標準溶接条件：下表

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

梁にのみ込み３０ｍｍ

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＪＦＥ建材株式会社
標　　準　　納　　ま　　り

設　　　　　　計

施　
　
　
　

工

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

納期が必要ですので�事前にご相談下さい。

耐 火 時 間    コンクリート種類     品　   名　  支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類     品　   名　  支持スパン コンクリート厚さ                            許容積載荷重

 　　ように敷込む。

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、

 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）

 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり

 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代

 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０

 　　ｍｍあることを確認する｡

 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

ﾚ
ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚ

ﾚﾚ

ﾚ

ﾚ


